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開会挨拶 

市川 伸一（東京大学） 

 

 今日のタイトルは、「『主体的な学び』の実現に向

けた教授・学習」です。「主体的・対話的で深い学び」

ということで、いろいろなシンポジウムやセミナー

があると思いますが、今日は、学習指導要領ではど

う言っているかという全般的な話より、より具体的

な中身として、どのようなことをやっていったらい

いのだろうかという話が多いと思います。 

 私たちがバックグラウンドにしている認知心理学

に基づいて、「主体的・対話的で深い学び」を考える

ということです。「対話的」というのは割とイメージ

が湧きやすいと思いますが、「主体的」というのと「深

い学び」というのは、少しイメージが湧きにくいと

思います。主体的であるとは、一つは学習者自身が

意欲的であること、もう一つは学習者自身が自分の

ためになると思って意義を感じて、自分事として学

ぶということではないかと思います。 

 そこで本日のテーマとしては、学習につきもので

ある失敗をポジティブに捉え、自分の学習改善に生

かしていくこと。それから、学校を出ても学び続け

ていけるような学習スキル。そして、思考力をどう

やって育てていくかということを、認知心理学を背

景にしながら、実践と結び付けた話にしていきたい

と思います。 

-  1  -



 

シンポジウムの説明 

 

（司会） はじめに、話題提供全体がどのようなこ

とを背景としているのか、簡単に説明したいと思い

ます。シンポジウムの背景としては、学習指導要領

の改訂があります。「主体的・対話的で深い学び」と

いうのが、今回の改定の一つの大きな目玉になって

いるというのは、先生方もよくご存じのとおりです

が、このアクティブ・ラーニングの視点がいったい

どのようなことを目指しているのかが、すごく大事

なことだと思います。 

 アクティブ・ラーニングの視点は、「資質・能力の

育成」を目標としたものであるとされていますが、

資質・能力の中身として学習指導要領には三つ挙げ

られています。詳しくは説明しませんが、大きなポ

イントになっていることは、教科内容の知識を深く

理解することはもちろん大事ですが、それを達成し

ながらより汎用的な能力を育成する、という点にあ

るのではないかと思います。私たちがバックグラウ

ンドにしている認知心理学では、学びに向かう力の

一つとして、効果的な学習の方法が非常に重要であ

る、特に、主体的に学習を進めていく上で、それが

不可欠であるとされています。我々の研究グループ

の発表の中でも、学習方略をどう育成するのかが、

一つの大きな話題になるのではないかと思います。 

 心理学では、これまでたくさんの学習方略研究が

なされています。いろいろな蓄積があるのですが、

例えば一つの枠組みとして、「なぜ」「そもそも」と

いったことを考えながら知識を結び付ける認知的方

略や、自分がうまく学習できているのかメタ的に捉

えながら学習を進める、あるいは外にある資源、例

えば、表を使ったり手を動かしながら考えたり、分

からないときは教科書に立ち返ることが、効果的な

方法として知られています。特に午前中のセッショ

ンでは、その中でも、失敗してしまったときに失敗

をそのままにするのではなく、しっかりと教訓を残

して、失敗を生かして学習するということに焦点が

当てられています。 

 また、私たちの研究グループに共通する枠組みと

して、資質・能力を育成するには、授業、家庭学習、

教育評価を三位一体として、それぞれを充実させて

いくとともに、互いを結び付けながら学習指導を図

っていくということを大事にしています。その枠組

みを先行オーガナイザーとして頭に置いていただき、

各発表を位置付けていただければと思います。 

 本日は三つのセクションに分かれて発表が行われ

ます。午前中は失敗のポジティブな側面を捉えた話

題提供がなされます。個々の質疑応答だけではなく、

セクションごとにディスカッションタイムが用意さ

れています。その際には大いに議論していただきた

いので、ぜひ積極的に質問や意見を出していただけ

ればと思います。 
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セッションⅠ：失敗のポジティブな側面を捉える 

「失敗の有効活用に向けて：最新の研究動向」 

Emmanuel Manalo（京都大学） 

 

 In this presentation, I am going to talk about a special 

issue in the journal Thinking Skills and Creativity that I co-guest 

edited about the educational benefits of  failure. 

 今回の発表は、「Thinking Skills and Creativity」とい

うジャーナルの特集号「失敗を教育に生かす」にお

いて、ゲストエディターの形でまとめたものをご紹

介します。 

1. Introduction 

 As an introduction, most of  you would know that failure 

is necessary for successful learning (Slide 1). 

 失敗が学習の成功にとって不可欠であるというこ

とは皆さんご存じのとおりです（Slide 1）。 

 
Slide 1 

 One of  the most famous quotes about this is from the 

American philosopher and educator John Dewey, who said, 

“Failure is instructive.”  He elaborated further to say that a 

person who really thinks should be able to learn as much 

from experiences of  failure as from experiences of  success.  

The problem is that, generally, in society and especially in 

education, failure is often viewed negatively instead of  

positively.  In educational settings, failure is often 

considered something to be feared.  Students are afraid of  

failure, and it is associated with aversive outcomes, and 

punitive consequences.  Another problem is that, even 

though we may have a sense that failure should be beneficial, 

we generally do not know very much about how failure can 

be beneficial.  Therefore, we only have common-sense 

notions and intuitions that, for example, when we fail, we 

should try again, and we should encourage our students to 

not be put off  by failure.  Recently, there has been research 

about productive failure from Manu Kapur and his 

colleagues.  However, apart from that, there is not much 

else in terms of  guidance for how we can benefit from 

educational failure. 

 このことは John Deweyの言葉からも大変有名です

が、それでもやはり社会や教育の場面では失敗がネ

ガティブに捉えられがちで、子どもにとっては恐ろ

しいもの、嫌なもの、罰が付いてくるものというよ

うな思いを持たれがちです。また、「失敗は成功の母

である」とよくいわれますが、どうすれば失敗が成

功の母になるのかという、プロセス自体はよく分か

っていません。最近では、productive failure（生産的失

敗）という言葉が Manu Kapur 先生から提案されてい

ますが、それ以外には、失敗を有効活用するための

支援について、あまり検討がなされていません。 

2. Kaken Project and Special Journal Issue 

 AY2017 is the final year of  what we call the ‘Failure 

Kaken’ project, officially called ‘Development of  school 

education and the elucidation of  the mechanisms to promote 

effective learning: Taking advantage of  the opportunities that 

“educational failure” presents’ (Slide 2).  Therefore, in this 

final year of  the project, we thought it a good idea to seek 

new international perspectives on this challenge.  What is it 

that we can contribute, not just from the Japanese context, 

but more widely internationally about this question of  how 

failure can be beneficial?  In this, I worked with Manu 

Kapur, formerly of  universities in Singapore and Hong 

Kong, who is currently at ETH Zurich, on a special issue of  

Thinking Skills and Creativity.  It is a journal with a high 

impact factor that is very well-read in education and the 

learning sciences. 
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 私たちが「失敗活用科研」と呼んでいる、失敗の

学習促進メカニズムを明らかにする研究プロジェク

トは、今年が最後の年になります（Slide 2）。このよ

うなタイミングで、日本の文脈のみならず、より国

際的な視点から失敗の活用可能性を探ることに意義

があるのではないかと考えました。こうした経緯で、

今回の特集号に取り組むことになったのです。この

写真は、共同で編集に携わった Manu Kapur 先生で

す。彼は、シンガポールから香港の大学に行って、

今はスイスの ETH にいらっしゃいます。今回の特

集号が掲載された「Thinking Skills and Creativity」はイ

ンパクトファクターが高く、教育や学習科学の領域

では国際的に広く読まれているジャーナルです。 

 
Slide 2 

 In this special issue, we focused on the question of  how 

failure can be beneficial in education (Slide 3).  We sent out 

a call for proposals, and we got 43 expressions of  interest 

internationally.  After providing feedback on those 

submissions, we got 21 full papers, of  which 14 have been 

included in the special issue.  We hope the special issue will 

be published midyear.  I will report on some of  the 

important findings, specifically on the requirements or 

conditions for failure to be beneficial, including the processes 

and mechanisms.  I will also report on how and in what 

ways failure can be beneficial, as well as its applications. 

 この特集号では、失敗が教育においてどのように

有益であるかという問題に焦点を当てました（Slide 

3）。このジャーナルで公募したところ、43 件が関心

を示し、21 報のフルペーパーが投稿され、14 報がア

クセプトされました。本発表では、これらの中から

重要な知見をいくつか報告したいと思います。特に、

失敗が有益なものとなるための条件や、失敗を活用

する実践的な方法について紹介します。 

 
Slide 3 

3. Papers Included in the Special Issue 

 One of  the papers is a Japanese paper, which Yoshinori 

Oyama will present later on, so I will not talk about it.  

Instead, I will talk about the other papers from international 

contributors.  One of  those papers is about the belief  of  

students concerning effort, from researchers at National 

Taiwan University (Slide 4). 

 14本のうち 1本は後ほど発表される小山さんのペ

ーパーなので、それを除外した海外のものをご紹介

します。最初にご紹介するのは国立台湾大学の研究

チームが行った、学生の努力観に関するものです

（Slide 4）。 

 
Slide 4 

 The picture shown is of  Hsiou-huai Wang, the 
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corresponding author.  In previous research, it was found 

that East Asian students tend to persist longer compared to 

their North American counterparts when they experience 

failure.  East Asian students keep trying to succeed.  

These researchers looked for reasons to explain this by 

collecting data from 281 Taiwanese 10th-grade students 

through a survey of  effort beliefs, attribution of  academic 

failure, negative emotions, and effortful behavior. 

 東アジアの学生は北アメリカの学生に比べて、失

敗してもめげずに頑張り続ける傾向にあることが先

行研究により報告されています。それはなぜなのか

を明らかにするため、この研究では 281 人の台湾の

高校 1 年生を対象に、努力に関する信念、学業上の

失敗に関する原因帰属、ネガティブ感情、努力行動

に関する調査を行いました。 

 There were three kinds of  beliefs on which they 

collected data (Slide 5).  First is the ‘entity theory of  ability’, 

which is the belief  that ability is fixed.  Second is the 

‘improvement-oriented belief  about effort’, which is 

believing that effort can overcome the limitations of  one’s 

ability.  Third is the ‘obligation-oriented belief  about effort’, 

which is believing that effort-making is a student’s role 

obligation.  They also collected data on indebtedness to self  

and indebtedness to parents, which they found in previous 

research to be characteristics of  Asian students when they 

are experiencing failure. 

 彼らが測定した信念には三種類あります（Slide 5）。

一つ目は、能力は固定的なものだという考え（ETA：

entity theory of  ability）、二つ目は、努力により能力の

限界を超えることができるという考え（IBE：

improvement-oriented belief  about effort）、三つ目が、努

力することは学生の義務であるという考え（OBE：

obligation-oriented belief  about effort）です。また、先行

研究ではアジアの学生の特徴として、失敗すると自

分や親に借りができるという感覚を持つことが指摘

されているため、本研究ではこうした変数も合わせ

て測定しています。 

 
Slide 5 

 The key findings of  this research are that effort beliefs 

affect attribution and emotions, and contribute to students’ 

persistence in academic failure (Slide 6).  Specifically, they 

found that beliefs about effort induced indebtedness to 

parents, and indebtedness to self, which motivated students 

to persist after academic failure.  Obligation-oriented belief  

about effort also induced indebtedness to parents and 

indebtedness to self, which motivated students to persist 

after academic failure, but there was also a direct contribution 

of  that to effortful actions without feelings of  indebtedness.  

Therefore, even without feeling indebtedness to self  or to 

parents, obligation-oriented belief  about effort still induced 

feelings of  motivation to take action after failure. 

 この研究で分かったことは、努力すると自分の能

力の限界を超えられるという IBEの信念を持ってい

る学生ほど、失敗したときに、自分に対する借り（I-

Self：indebtedness to self）や親に対する借り（I-Parent：

indebtedness to parent）ができるという感覚になり、そ

れが努力の継続につながるということです（Slide 6）。

また、努力が学生の本分であるという OBE の信念

を持つ学生の場合、失敗すると自分や親に借りを感

じて努力の継続につながるという影響関係の他に、

OBE の信念を持っているだけで、借りができるとは

思っていなくても努力の継続につながるという直接

的な影響関係も確認されました。 
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Slide 6 

 One implication is that student beliefs about effort 

affect how they feel when they fail and how much effort they 

subsequently make.  What students believe about effort and 

the importance of  the effort in what they do affect how they 

will feel and what they will do after they experience failure.  

Therefore, it is important to cultivate beliefs about the effects 

of  effort on performance and student obligations to try hard.  

Previous research found that American students tend to 

attribute failure to lack of  ability, which means that if  they 

fail, they tend to protect the self/ego by not trying hard later 

because doing so may reflect badly on their abilities. 

 この研究から得られる示唆としては、努力をどの

ように捉えているかという信念そのものが、失敗し

たときの感情やその後の努力の継続に影響を与えて

いるということです。この論文では信念を考えて、

それを対象に介入していくことの重要性を指摘して

います。関連する研究として、アメリカの子どもた

ちは失敗すると自分には能力がないと考える傾向に

あることが知られています。このように考えてしま

うと、たくさん努力して失敗すると余計に能力のな

さが露呈することになるため、努力をしないことで

自己を守ろうとしてしまうのです。だからこそ、そ

ういう信念から変えることが大事だと言えます。 

 Moving on to the next paper, I would like to talk about 

productive framing of  teaching failure (Slide 7). 

 次の研究で扱っているのは、教師が教える際の失

敗です（Slide 7）。 

 
Slide 7 

 This is research in Israel by Dana Vedder-Weiss (shown 

in the picture) and her colleagues.  They focused on how 

teachers can learn from pedagogical failure through 

collaborative learning and discussion with other teachers.  

They found that framing of  pedagogical failure is very 

important.  ‘Framing’, which is a term from problem-based 

learning, means the way teachers structure the meanings of  

problematic classroom scenarios.  Therefore, when 

teachers have problematic classroom scenarios and they do 

not succeed in teaching something to students, that could be 

framed as a problem with how we teach.  Another way to 

frame it is as a problem with students such as, “They just do 

not learn.”  A third way of  framing it is normalization such 

as, “Do not worry.  Everyone fails in doing that,” or, “All 

students find that difficult,” etcetera.  Each framing is 

founded on different implicit assumptions and yields a 

different discussion.  Therefore, if  you discuss them and 

you frame it in a particular way, the discussion will vary 

depending on the framing.  Finally, some framing leads to 

more productive discussions and learning than others. 

 イスラエルの研究者らが行ったこの研究では、教

師が他の教師との議論や協同的な学びを通じて、ど

のように教育上の失敗から学習するかに焦点を当て

ています。例えば、何かを教えたときに、うまくい

かなかったことがあったとします。そのときに、そ

の人が失敗をどう捉えるかという「フレーミング」

が重要であることを明らかにしました。教師によっ

ては、教え方の問題として捉えたり、あるいは生徒
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側の問題として捉えたりするでしょう。場合によっ

ては、「誰だって失敗する」「すべての生徒にとって

難しい」というように失敗を正当化することもある

でしょう。このようなフレーミングの違いにより、

その後に起こる議論の内容やその生産性にも違いが

出てきます。どのような教え方をすればよかったの

かという話をする場合もあるし、生徒が良くなかっ

たとなるかもしれないし、それは問題ではないとな

ることもあります。 

 They did a case study, and they focused on one teacher’s 

failure to teach something in a mathematics classroom (Slide 

8).  When they analyzed the discussions, they found that 

productive framing included acknowledgement of  the 

difficulty of  the problem, understanding student difficulties 

with such problems, and considering alternative approaches 

to teaching.  These ways of  framing facilitated better 

understanding, and also generated possible solutions to the 

problems.  In contrast, unproductive framing included 

normalizing the problem, such as saying, “Do not worry.  

That is normal.  Everyone fails in teaching that.”  It is 

unproductive because it means that nothing is done to 

address failure.  Unproductive framing also includes 

framing the problem as something that will naturally go away, 

and so nothing needs to be done.  Another type of  

unproductive framing focuses on success, such as saying, 

“You failed in teaching that?  I always succeed in teaching 

in that.  This is what I do,” which means one never actually 

learns from the failed experience.  One more example of  

unproductive framing focuses on what cannot be changed, 

such as saying, “The Ministry of  Education requested that 

we teach it this way, so we cannot do anything.”  Unlike in 

these examples of  unproductive framing, productive framing 

generated discussion, and generated understanding of  what 

could be done to embrace the difficulties. 

 この研究は、ある数学の授業場面の失敗に焦点を

当て、先生方の間でどんな議論が起こったかを検討

したケーススタディです（Slide 8）。分析の結果、生

産的なフレーミングでは、まず問題の難しさを認識

した上で、子どものつまずきを把握し、代替案を出

すというやりとりが行われていました。その一方で、

生産的でないフレーミングも確認されました。例え

ば、「誰でも失敗するものだ」「自然に解決する」の

ように何も対処方法を考えていないものや、自分自

身の成功例の話をして、今回の失敗から学んでいな

いもの、あるいは、「国で教え方が決められているの

だからどうしようもない」というように変えられな

いことに焦点を当てたものなどがありました。この

ように、フレーミングの違いによって議論が生産的

にも非生産的にもなることを明らかにしています。 

 
Slide 8 

 The key finding from this study is that teacher 

discussion of  pedagogical failures can be very beneficial for 

learning, but appropriate productive framings are crucial for 

this to happen (Slide 9).  I do know that in Japan teachers 

discuss teaching practices, so I think this is quite applicable 

to those situations.  The implications for teacher practice is 

that expertise in facilitation of  teacher discussions is 

important in these situations to generate productivity and 

thinking about solutions.  In general, how we frame our 

analysis of  failed experiences is crucial.  To usefully learn 

from such experiences, we need to frame to promote deeper 

understanding and generate alternative courses of  action. 

 この研究から得られる示唆は、教育上の失敗につ

いて教師間で議論する際、生産的なフレーミングを

することが重要だということです（Slide 9）。日本で

はレッスンスタディと言われる研究授業があるので、

そのような場面でも、生産的な議論になるようにい
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かにファシリテートできるかが重要になってくると

思います。 

 
Slide 9 

 Regarding the mechanisms of  constructive criticism, 

researchers from Texas State University looked at when 

feedback is viewed as constructive and useful when 

providing students with comments or their grades (Slide 10). 

 三つ目に紹介するのは、建設的なフィードバック

のメカニズムに関するものです。この研究では、学

生にコメントや成績を返す際に、フィードバックが

建設的で有益なものだと認識されるのはどのような

場合かについて検討しました（Slide 10）。 

 
Slide 10 

 They found that, in order for feedback to be viewed as 

constructive and for that feedback to benefit students, the 

person giving the feedback needs to be viewed as worthy of  

respect and caring (Slide 11).  Therefore, teachers need to 

not only provide comments justifying the grade that was 

given, but they need to care about the student enough to 

provide such comments.  For that, feedback needs to be 

perceived as being well-intentioned, targeted appropriately, 

and showing specific pathways for improvement.  

Conversely, feedback receivers need to be able to regulate the 

complex set of  emotions and motivations that follows the 

failure and receipt of  feedback.  Therefore, they need to be 

able to accept the feedback and take actions for changing 

their behavior and thinking as appropriate. 

 大学生を対象としたグループインタビューの結果

から、フィードバックが建設的なものとして認識さ

れるためには、点数の根拠を説明するだけでなく、

相手を気遣い、尊敬や思いやりに値する人物である

とみなされる必要があることがわかりました（Slide 

11）。そのためは、フィードバックが善意に基づき、

問題を適切に捉え、改善のための具体的な道筋を示

している必要があります。また、フィードバックを

受けた学生の側も様々な感情がわき上がるので、そ

れを調整して、行動の改善につなげる必要がありま

す。 

 
Slide 11 

 The implications are that, for both feedback receiver and 

also feedback givers, it is very important to provide guidance 

and training on how to provide constructive feedback, and 

how to learn from constructive feedback (Slide 12). 

 このことから、フィードバックを与える人たちも、

それを受け取る人たちも、建設的なフィードバック

の与え方や、フィードバックから学ぶ方法について、

ある程度のガイダンスとトレーニングを受ける必要

があることが指摘できます（Slide 12）。 
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Slide 12 

 Another study included in the special issue is from 

Esther Ziegler and Manu Kapur (Slide 13).  They found 

that, when students generated more structurally creative 

examples of  algebra principles, this led to more 

failures/errors and initially a negative impact on learning.  

However, in the long term, they found that students learned 

more when they were generating more creative examples.  

This implies that it is important to encourage creativity in 

students, even if  that leads to more errors initially because, in 

the long term, there would be better learning outcomes due 

to associated deeper processing and understanding. 

 次に、Ziegler と Kapur の研究では、代数の学習に

おける失敗の役割に着目しました（Slide 13）。代数の

原理に則り、子どもたちに創造的な例を作成させる

と、短期的にはたくさん失敗し学習に負の影響を与

えるのですが、長期的に見るとより多くのことを学

習していることが明らかになりました。このことか

ら、子どもたちの創造性を刺激することで、短期的

には失敗につながるかもしれませんが、長期的には

深い理解に基づいたより良い学習成果が得られるこ

とが示唆されます。 

 
Slide 13 

 Next is research from Northwestern University by 

Hillary Swanson and Allan Collins on creative knowledge 

construction (Slide 14).  In this paper, they report that, in 

science learning, theory-building discussion among eighth-

grade students demonstrates how their flawed initial 

explanations formed the raw materials for more refined 

scientific explanations.  The students had to discuss the 

reasons why the temperature of  cold milk in the classroom 

quickly changed, and then slowed down in changing.  

Initially, their discussion about how to explain the observed 

phenomena was not very scientific.  However, through the 

reformulation of  poor explanations, gradually, they were able 

to work out scientific explanations.  The researchers point 

out that this process mirrors the process of  science, initially 

making mistakes about explanations, testing different 

hypotheses, and then learning from it. 

 次は、科学の学習場面における、知識構築の様子

についてのケーススタディです（Slide 14）。中学２年

生を対象としたこの研究では、冷たいミルクを常温

の教室に置くと最初は温度が一気に上がるが、だん

だん変化がゆっくりになるのはなぜかということに

ついて議論させました。すると、最初は非科学的な

説明が多いのですが、稚拙な説明を再構築していく

ことで、徐々に議論が科学的に洗練されていきまし

た。このような知識構築のプロセスは、最初は間違

いから始まり、異なる仮説を検証してそこから学ん

でいくというような、科学的営みのプロセスそのも

のを反映していると筆者らは指摘しています。 
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Slide 14 

 The next paper focuses on the importance of  failing fast 

and often in robotics by Andrea Gomoll, et al. from Indiana 

University (Slide 15).  The essence of  this research is that it 

is very important for teachers to scaffold experiences of  

failure, and to get students to feel that failing in the classroom 

is fine.  It is important for students to understand that 

failure is formative rather than summative.  Especially in 

robotics, you need to make a lot of  mistakes in order to create 

new ideas or solutions to quickly solve the problems being 

experienced. 

 次は、中学生向けのロボット工学のカリキュラム

における失敗の役割に焦点を当てた研究です（Slide 

15）。この研究では、教師が失敗をうまく活用して、

教室で失敗しても大丈夫だと生徒に認識させること

の重要性が議論されています。特にロボット工学で

は、問題を素早く解決して新たなアイディアを出す

ために、たくさん失敗する必要があります。こうし

た中では、失敗を形成的なものとして捉えることが

重要なのです。 

 
Slide 15 

 A researcher from the University of  Haifa, Israel found 

that failure is very beneficial in collaborative learning.  

Another researcher from the University of  Wisconsin-

Madison found that failure is very beneficial in video gaming 

(Slide 16). 

 イスラエルの Haifa 大学の研究では、協同学習に

おける失敗の重要性について検討しました。また、

Wisconsin-Madison 大学の研究では、ビデオゲームの

教育的な利用場面においても、失敗しておくことが、

最終的には高いレベルの理解を達成するために必要

だったということを示しています（Slide 16）。 

 
Slide 16 

 Another paper is about failure in a high school student 

inventors program at the Massachusetts Institute of  

Technology.  Another is about maker education, which is 

having students make things.  Maker educators believe that 

failure experiences are central to getting students to learn in 

such situations (Slide 17). 

 次の二つの研究は、発明やものづくりに関係する
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ものですが、やはりこうした場面においても失敗が

重要であることがケーススタディで示されています

（Slide 17）。 

 
Slide 17 

 Finally, we have included studies from Utah State 

University, Deakin University, and the University of  North-

Carolina at Chapel Hill (Slide 18).  The first deals with 

open-ended design activities, and how failure is central in that 

situation.  If  students do not fail, they are not going to 

generate new ideas because of  the open-ended nature of, in 

this case, electronic textiles design.  Second, in art, it is 

important to make systems explicit that determine failure and 

success.  Third, in art and design, a pedagogy that 

incorporates failure to foster creative learning outcomes 

encourages students to overcome impasses. 

 最後の三つはデザインやアートに関わるものです

が、デザインでも失敗しないと新しいアイデアは生

まれません。アートの分野では、何が失敗と成功を

決定づけるのかを明示することや、失敗を取り入れ

た教育を行うことが、高いレベルの成果につながる

ことが研究から明らかになっています（Slide 18）。 

 
Slide 18 

4. Conclusion 

 Please seek me out during the breaks if  you would like 

more detail.  I will use the mailing list to provide 

information about access to the special issue once it is 

published (Slide 19). 

 さらに詳細を知りたい方は、休憩中に聞いていた

だければと思います。特集号が出版されたら皆さん

にも情報をお送りするので、関心があるものだけで

も読んでいただければ幸いです（Slide 19）。 

 
Slide 19 
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「ヘミングウェイ効果：未完了課題と動機づけ」 

小山 義徳（千葉大学） 

Emmanuel Manalo (京都大学) 

 

（小山） Manalo 先生から発表のあった、失敗をど

のように教育に生かすかということについて、私か

らはより具体的な話として、私と Manalo 先生が命名

した「ヘミングウェイ効果」という現象について話

します。 

1.ヘミングウェイ効果とは 

 ヘミングウェイ効果とは、「課題完了までの労力が

小さいと知覚されていて、かつ課題完了までにやる

べきことが明らかになっているほど、その課題に対

する達成動機が高くなっていくという現象」を指し

ます。（スライド 1）。 

 

スライド 1 

 この現象の名前の由来は、若い作家に「どうした

らあなたのようにたくさんの小説が書けるのか」と

聞かれたときのヘミングウェイの答えにあります。

ヘミングウェイは、「一番の方法は、書いている小説

の次の展開が見えていて、まだ書けそうな時点で書

くのをやめることだ。そうすると、次の日の朝また

書き始めるときに、すぐに書き出せる。それを毎日

やっていれば一つの小説がすぐに書ける」とアドバ

イスしました。 

 これまでは、途中でやめてしまった課題、達成で

きなかった課題は「失敗」と捉えられることが多か

ったのですが、今回の研究では、途中で課題を中断

することが後の動機につながると考え、どういうと

きに動機につながり、どういうときにつながらない

かを調べました。 

2.関連する研究 

 関連する研究で恐らく一番有名なのは、「ツァイガ

ルニック効果」という、1927 年のロシアの研究だと

思います。この研究では、参加者に 18～22 個ぐらい

の課題を遂行させ、数個は課題完了前に実験者がや

めさせます。最後に参加者に、取り組んだ課題の中

で一番記憶に残っているものを尋ねると、未完了課

題の方が完了課題よりも多かったという研究内容で

す。 

 もう一つも古い研究ですが、Ovsian kina(1928)によ

ると、人間は報酬が得られなくとも、未完了の課題

を達成しようとする傾向がある。これは心的なプレ

ッシャーが課題を終わらせようと働きかけることに

よると考えられるという研究です。 

 ニアミス現象というのもあります。これは今回の

研究にかなり近いのですが、人間は自分がゴールに

近いと知覚しているときに失敗すると、もう一度挑

戦しようと思う気持ちが高くなるという研究です

（スライド 2）。 

 

スライド 2 

 最近ではどういう研究がなされているかというと、

例えば Halkjelsvik and Rise の 2015 年の研究では、参

加者の課題の遂行を強制的に中断させると、報酬が

なくとも課題を完成させようとするというものです。

これは、報酬を得るための手段だった「課題を達成
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すること」自体が参加者にとっては「報酬」となっ

たと考えられます。ここから人間には課題を達成し

たいという力があるのだと、この研究からは言える

と思います。 

 Kupor, Reich, and Shiv の研究も興味深く、まず参加

者に映像を見せて、クライマックスの前で視聴を中

断します。そしてインターネット上のショッピング

サイトを見せたところ、購買行動が増しました。心

理的な終了感（psychological closure）を求めて、映像

の内容とは全く関係のない行動の意欲が向上したと

いうものです。従って、ある行動で終了感が得られ

ない場合、同じ行動だけでなく、別の行動への動機

づけが高まることもあるようです（スライド 3）。 

 

スライド 3 

 ただ、先行研究からは、課題の残りの量と動機づ

けの関係がよく分かっていません。また、参加者が

元々持っている達成動機や失敗への不安等の個人差

要因などが、動機づけにどう影響を与えるのか分か

らないので、今回のこの研究を始めました。 

3.研究1：課題の残量と動機付けの関係 

 仮説の一つ目として、課題の残りの量が少なくな

るほど、その課題を達成したいという動機付けが高

まるということをまず押さえたいと思いました（ス

ライド 4）。 

 

スライド 4 

 大学の授業の中で、大学生 260 名を対象に、新聞

記事の書き写し課題を行いました。記事は 2 種類用

意して、内容による影響が出ないようにしています。

授業の冒頭で、合図とともに書き写しを開始しても

らい、全て書き終わった学生は挙手するように指示

しました。数人の学生が挙手した時点で課題を終了

するので、完了した学生と未完了の学生がいること

になります。 

 実際のワークシートがスライド 5 です。おもて面

では、課題に取り組む前に、課題の説明を聞き終わ

った時点で、その課題にどれぐらい取り組みたいか

というプレの動機づけを測り、書き写しを行い、終

わった後で残りの文字数を記入してもらいました。

また、その課題をまだどれくらい続けたいかという

ポストの動機づけを測った後で、その課題によって

どれくらい疲れたかを尋ねました。 

 

スライド 5 

 裏面には、年齢を書いて、10 個のクエスチョンに

答えてもらいました。Q1～Q5 は達成欲求という先

-  13  -



 

行研究から取ってきた尺度を使い、Q6～Q10 では失

敗恐怖も一緒に測りました（スライド 6）。 

 

スライド 6 

 各変数間にどういう関係があるかを見ようとした

わけですが、一番見たかったのはポストの動機づけ、

まだどれぐらいやりたいかということと、残りの語

数とに相関関係があるかどうかです（スライド 7）。 

 
スライド 7 

 横軸は残り語数で、左に行くほど終了に近いとい

うことです。縦軸は課題への動機づけ（ポスト）で、

ストップと言われたときに、まだどれくらい課題を

続けてやりたいかということです。若干ですが左肩

上がりなので、残りの語数が少ないほど、その課題

を終了させたい、やり遂げたいという気持ちが高く

なる傾向が見えると思います（スライド 8）。 

 

スライド 8 

 この散布図と単回帰直線によって、課題への動機

づけ（ポスト）と残りの語数の関係はあるというこ

とが視覚的にも明らかになったのですが、ただ、文

章を書き写すという課題は日常的にあまり行われま

せん。そこで、ヘミングウェイが言っていたように、

自由に文章を書く課題でもこれと似たような効果が

得られるのか。得られるとしたらどのような条件下

で生起するのかを研究２で調べました。 

4.研究2：課題完了の見通しとヘミングウェイ効果 

 まず、課題完了までの見通し、つまり、やるべき

ことは何かが分かっている状態の方が、ヘミングウ

ェイ効果が得られやすいのではないかと考えました

（スライド 9）。 

 

スライド 9 

 教示を 2 種類用意しました。参加者は同じく大学

生です。「文構造あり条件」では、「1 段落目に『幼稚

園から小学生のころの思い出を一つ』、2 段落目に

『中学生から高校生のころの思い出を一つ』書いて
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ください、と指示しました。 

「文構造なし条件」は、1 段落目、2 段落目に何を書

くかという指示が抜けています。従って、自由に書

けるのですが、学生によっては何を書いていいか分

からない、見通しが立たない状態になります。 

 スライド 10 が実際に使ったワークシートです。 

 

スライド 10 

 一番上に「文構造あり条件」か「文構造なし条件」

の教示が載ったプリントが配られ、課題の説明を聞

いて、この課題にどれぐらい取り組みたいかをまず

聞きます。「文構造あり条件」では、右半分に幼稚園

から小学校の思い出を書いて、左半分に中学校から

高校の思い出を書くことになります。自由作文なの

で、人によって完成度はばらばらです。そこで「全

て完成している」～「全く完成していない」で、あ

とどれぐらいで終わるのかをここに記入してもらい

ます。また、最後に課題に対する動機づけを測りま

した。先ほどと同じように、課題が終わった人から

挙手してもらい、数人が手を挙げた時点で終わりと

しています。 

 今回は階層的重回帰分析を行いました（スライド 

11）。 

 

スライド 11 

 ステップ 1 の分析では、文構造、課題の動機付け

（プレ）、書いた文字数、文章完成度が、その後どれ

ぐらい続けたいかという動機に与えた影響を見まし

た。今回は交互作用が見られたので、ステップ 2 で、

文構造と文章完成度の交互作用項を入れてもう一度

分析したところ説明力が高まったので、こちらのモ

デルが今回取ったデータには当てはまっているので

はないかと考えています。 

 スライド 12 は散布図です。実線が文構造あり、

破線が文構造なしの条件です。縦軸が課題への動機

付け（ポスト）、横軸は文章の完成度で、右側の 10 に

近づくほど完成に近いということです。 

 
スライド 12 

 これを見ると、文章が完成に近くなるほど動機付

けは高まっているのですが、その高まりが現れてい

るのは「文構造ありの条件」のみでした。従って、

ヘミングウェイ効果という、課題の残りが少なくな

れば動機づけが上がるという効果は、いつも起こる

わけではなく、「課題の残りを達成するために何をす
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べきか分かっているときのみ起こる」ということが

言えるのではないかと思います。また、さらに分析

すると、文章の完成度の 5.38 ぐらいで、文構造の有

無によって動機づけの差が開いてくることが分かり

ます。 

5.全体考察 

 従来、課題が中断してしまうことは失敗だと捉え

られがちでしたが、課題達成までの労力が少ないと

知覚されていて、かつ、課題達成までにすべきこと

が明らかな場合は、動機付けを高める場合がありま

す。この二つの条件を満たせば、もしかしたら作文

以外の課題でも、ヘミングウェイ効果が得られる可

能性があるのではないかと考えています。また、学

習以外の日常生活の行動、例えばスロットマシンで

「7・7・6」と出て、「あと 1 個そろえば」「もう少し

でできそうだ」となるともう一度やってみようとい

う感じになるというのも、ヘミングウェイ効果で説

明できるのではないかと考えています（スライド 

13）。 

 

スライド 13 

 教育実践への示唆としては、課題をどのように構

造化しておくと児童・生徒の動機づけが高まるのか

が知りたいところです。例えば、学習計画を立てる

ときに、児童・生徒があと少しでできそうな近い目

標を立てて、さらにその近い目標までの手だてを先

生がアシストしてあげれば、計画を立てて実際に実

行しようという児童・生徒の動機づけが高まる可能

性があると考えています。あるいは、現実的ではあ

りませんが、あえて終了感を与えない課題や授業を

行うことです。児童・生徒が自分で取り組めそうな

もので、先生は答えは出さないけれど調べ方や学び

方は教えてあげるというふうに、あと少し感を演出

することで、自分で学ぶ力を育てられる可能性があ

るのではないかと考えています（スライド 14）。 

 

スライド 14 
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「宿題における失敗活用と学業成績の関連」 

植阪 友理（東京大学） 

太田 絵梨子（東京大学） 

西村 華奈（千葉工業高校） 

1.学校教育におけるメタ認知の育成 

 近年、従来の学校教育の基準から考えると新しい

目標が出てきていると思います。昔は親学問があり、

それを子どもたちが身に付けるという発想でしたが、

今は内容を教えながら、社会で生きていく力をどう

育てるのかということが重要視されるようになって

きています（スライド 1）。 

 
スライド 1 

 世界的にも、OECD のキーコンピテンスや 21 世

紀型スキルという議論は、まさにこれを意図してい

ます。皆さんもよく聞く「資質・能力」という言葉

は、日本版のキーコンピテンスや 21 世紀型スキルだ

と思っていただければと思います。中教審に心理学

の先生が多かったこともあると思いますが、「メタ認

知」を育成するということも、答申の中ではっきり

とした方向性として示されています。「メタ認知」と

は、自分の知的な状態、何が分かっていて、何が分

かっていないのかを自覚的に捉え、自分の学習に生

かしていくという、さまざまな力のことを言います。 

 メタ認知育成については、授業と家庭学習の両方

で考えられると思います（スライド 2）。 

 

 

 
スライド 2 

 例えば、授業で先生から説明を聞いた後に、「今習

ったことを説明してごらん」と言われても、うまく

説明できない子はたくさんいます。これは、分かっ

ていないということです。つまり、自分が分かって

いない状態に気付くことも、メタ認知では大事なこ

とです。授業中の相互説明、授業後に何が分かって

何が分かっていないのかを書いてもらうことも、振

り返りとして大事です。 

 授業だけでなく、家庭学習でもこういうことを意

識しながら学習することができます。私たちは予習

ということも大事にしています。小学生であっても

予習として教科書を読んで、分からないことをはっ

きりさせて、私はこれが聞きたいという目当てを持

って授業に出るという実践をやっている学校などに

かかわってきました。ビデオを見るとびっくりする

のですが、子どもが「公式は分かったけれど、なぜ

この公式になるのか分からない」というようなこと

を授業の冒頭に述べていて、それに先生が応じなが

ら授業をしているという姿が見られます。 

 一方で、家庭学習には予習だけでなく復習も含ま

れます。こちらの方が一般的かもしれません。復習

も、どこが分かっていないかをつかむいいチャンス

です。そして、もし分かっていないことが明らかに

なれば、その点を再学習してもらいたいと私たちは

思っています。つまり、予習を宿題に課しているの

はそこまで一般的ではありませんから、多くの学校

では復習を宿題にしていると思いますが、その場合

であってもメタ認知の育成は可能だと思っています
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（スライド 3）。 

 
スライド 3 

 例えば、授業で理解した内容を問題解決します。

理想的には、きちんと解いてもらい、答え合わせを

して、間違った部分をチェックして、間違った理由

を分析してもらいます。私たちの個別学習相談では

教訓帰納と呼んでいますが、次に生かすための教訓

を引き出すということです。そして、もし理解でき

ていない部分が見つかれば、必要に応じて再理解に

戻るといったプロセスが理想的で、多くの優れた学

習者はこれを行っています。 

 しかし、皆さんが思い浮かべていただければ分か

るように、子どもたちはこういう活動に十分取り組

めていません。例えば、せっかく解いても解きっぱ

なしで、丸も付けていない子もいます。私たちがか

かわっている個別学習相談、認知カウンセリングの

実践では大きな議論になることもあるのですが、解

答を配ることを拒否する学校もあります。学習環境

としても、自分で上述したようなサイクルを回して

いくことが難しくなっているのです。 

2.宿題における失敗活用が学業成績に及ぼす影響 

 ではこうした問題は、心理学ではどのように扱わ

れてきたのでしょうか。先行研究としては、宿題研

究という領域が挙げられます（スライド 4）。ただ、

努力の程度や時間管理が大事だということを示した

ものが多く、量などの表面的なことが中心で、宿題

中にどれくらい深く学ぶかという頭の働かせ方は、

議論にあまり上がっていません。しかし、宿題にど

う取り組むのか、頭をどう働かせるのかという行動

の質こそが必要ではないかと思います。そこで、本

研究では、学校現場のフィールドを使い、復習への

取り組みの質が、学業成績にどう影響を与えるのか

を検討したいと思っています。 

 
スライド 4 

 教訓帰納研究や After-Event Reviews（AERs）という

ものもあります。促してみると効果があることは分

かっているのですが、学校の宿題における活用とい

う点では、効果が不十分です。自発的にやった子が、

どういう学習成果を出しているかは十分検討できて

いないので、宿題における失敗活用が学業成績に及

ぼす影響を検討することは、新しい点ではないかと

思います。量より質が大事だということを見たいと

思っています。 

 参加者は公立工業高校の 1 年生 71 名で、学校現場

で日常的に用いられている宿題を素材とした調査を

行いました。学習内容としては、2 次不等式の問題

を扱いました（スライド 5）。 

 
スライド 5 
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 まず、研究の手続きを説明します。本研究では、

宿題への取り組みの様子を 2 回に分けて測定しまし

た。1 回目は、授業と期末試験の間に担任の先生（第

3 発表者）が課していた宿題です。これは、普段から

この学校で使われているワークを用いた演習課題で

した。そして 2 回目は、期末試験で多くの生徒が間

違えていた問題を取り上げて、冬休みの宿題として

取り組ませたものです。苦手な問題に再度取り組む

ことで理解が定着しているかどうかを確かめるため、

冬休みの宿題に取り組ませたあとにも、小テストを

行いました。休み明けにテストを行うことは、あら

かじめ生徒にも伝えてありました。つまり、生徒た

ちはテストに向けて宿題に取り組む機会が二度与え

られていたということです。 

この二つの学習サイクルの中で、宿題での取り組

みが学業成績にどのように影響しているかを検討し

ました。また、問題を解いて答えを出すという通常

のテストの他に、2 次不等式を解く上で必要な概念

や手続きなどについてどれくらい意味理解ができて

いるかも測定しました。 

 本研究の測定で用いたテストや宿題の内容につい

てもう少し詳しく説明します（スライド 6）。期末試

験には、2 次不等式の問題だけでなく、「2 次方程式

を解け」「実数解の個数を求めよ」といった問題も含

まれていました。その中で、特に 2 次不等式の解の

範囲を答える問題の正答率が低かったため、冬休み

の宿題として再度復習してもらうことにしました。

冬休みの宿題は 2 次不等式の解の範囲を答える問題

6 問からなり、小テストでは数値替え問題を出題し

ました。 

 
スライド 6 

 意味理解テストでは、2 次不等式を解く上で必要

な概念や手続きに関する意味を理解しているかを測

るため、対話形式で解の交点の個数を説明させる問

題などを出題しました（スライド 7）。 

 
スライド 7 

 テストの他に、宿題への取り組みも測定しました。

測定は、質問紙を用いた自己評定と、私たち研究者

が宿題の記述をもとに評定した得点の 2 種類ありま

した。質問紙では、先行研究でも検討されてきたよ

うな、「どのぐらい熱心に宿題に取り組んだか」とい

う量的な変数と、「丸付けを行ったか」などのメタ認

知的な側面の両方を尋ねました。しかし、メタ認知

的な変数に関しては、私たちが評定した得点とかな

り乖離していることがわかりました。そこで今回は、

私たちが評定した得点のみを分析に用いることにし

ました。評定方法は、「丸付けをした上でポイントや

気付きを自分なりの言葉でまとめている」、「解き放

しで丸付けをしていない」などのようにコーディン

グ基準を定め、複数の評定者によって得点をつけて
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いきました（スライド 8 スライド 9）。 

 
スライド 8 

 

スライド 9 

3.結果 

一つ目の結果は、「普段の授業の意味理解」と、「普

段の宿題（ワーク演習）」が「期末テスト」にどのよ

うな影響を与えたかという結果です（スライド 10）。 

 
スライド 10 

 重回帰分析の結果を示します。授業の意味理解の

効果も見られたので、そちらの影響を調整した上で、

宿題でいかに失敗活用的な行動をしているかどうか

を検討しました。その結果、期末試験の得点を強く

予測していました。従って、授業中の理解度もそう

ですが、家庭学習中に丸付けをして、間違いを分析

する行動を取ることが、期末テストの成績にも影響

していることが確認できました。 

 もう一つの結果が、小テストへの影響です。期末

テストで間違いが多かった範囲に絞って宿題に取り

組んでもらったときの行動がどう影響するのかを検

討しました（スライド 11）。 

 

スライド 11 

 期末で点数が高かった子ほど、小テストで点数が

高いのは当然なので、それは調整した上で、宿題に

どれくらい熱心に取り組んだかという努力の程度と、

失敗活用的な行動の影響を確認しました。その結果、

先行研究では努力が影響すると言われているのです

が、今回はその影響は出ず、「宿題での失敗活用をど

の程度行っていたか」のみの有意な効果が見られま

した。 

 また、意味理解の影響も見てみました。2 次不等

式はグラフを書いてどの範囲に該当するのかを理解

していることこそが重要だと思うのですが、これに

どのぐらい答えられたかも含めて分析したところ、

宿題での失敗活用が有意傾向、意味理解も小テスト

の成績を有意に予測しているという結果でした。 

 従って、自分の苦手な問題の克服を目指した再復

習の宿題においては、どのぐらい努力したかという

量的な側面より、学習行動の質、失敗活用的なこと

をどのぐらい行っていたかという方が、今回の結果
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では重要だと言えそうです。 

4.個別事例 

 ここからは、具体的な個別事例として、冬休みの

宿題における生徒の記述から読み取れることを紹介

します。A さんは、期末テストでは 1 問しか解けな

くて 2 点でしたが、小テストでは 6 問中 5 問解ける

ようになり、劇的に成績が伸びています。A さんは

気を付けるべきポイントを赤ペンで自発的にまとめ

ています。符号に注意しようといったことをしっか

り書いています（スライド 12）。 

 

スライド 12 

 また、「不等式を等式に変えて、まず方程式を解く」

というように、大事なことをポイントとしてまとめ

ています。因数分解をやって駄目ならたすき掛けし

てみて、それでも駄目なら解の公式で解くという手

続き的なことも、教訓として自分で抽出しています

（スライド 13）。 

 
スライド 13 

 B さんは 6 点から 12 点の満点に上がっています。

宿題は全部正解していましたが、意味理解テストに

あるようなグラフをしっかり書いて、意味を理解し

ながら 2 次不等式を解いていました（スライド 14）。 

 

スライド 14 

 C さんは、期末テストでは半分ぐらい解けていま

したが、小テストでは見事に知識が剥落し、解けな

くなってしまいました。定期テストでは直前に詰め

込むのでそこそこ解けるのですが、時間がたつとで

きなくなってしまうという典型ではないかと思いま

す。C さんは冬休みの宿題で、解いて分からなかっ

たら解答を丸写しして終わりという形で、自分は何

が分かっていないか、なぜ間違えたのかを分析して

いる様子は見られませんでした（スライド 15）。 

 
スライド 15 

 意味理解テストを見ても、ほぼ真っ白という感じ

です。先生は授業中にこの内容を説明して、生徒同

士の説明活動もしたのですが、生徒の記憶には残っ

ていないということです（スライド 16）。 
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スライド 16 

 D さんも期末ではほぼ満点でしたが、小テストで

は 4 点になってしまいました。D さんは解きっぱな

しで、解答が配られているにもかかわらず丸付けを

していません。不適切な答案のまま放ったらかしに

されていて、意味理解テストの得点も低いという状

況でした（スライド 17）。かなり生々しい生徒の様

子が見て取れたのではないかと思います。 

 
スライド 17 

5.考察 

 今回は行動データを評定して、実際の行動という

形で測定しました。それと同時に質問紙でも、生徒

自身に「解答を丸付けのために利用しましたか」と

いった形で、失敗活用的な行動をどのぐらい行った

かも聞いています。そうすると、私たちが客観的に

評定した行動と、本人の報告が一致していないとい

う現状も見て取れました。これは面白いポイントで

はないかと思います。多くの先行研究、特に宿題研

究というのは、自己報告データ、質問紙での報告に

依存した検討を行っているので、先行研究の結果は

妥当なのだろうかと疑問に思いました。また、生徒

自身が単純に丸付けしたかどうかですら、あまり自

覚的ではないことも分かってきたのではないかと思

います（スライド 18）。 

 
スライド 18 

 本研究では、授業での意味理解はもちろんですが、

宿題への取り組み方の質が学習成果に大きく影響し

ていることが示唆されました。宿題指導というと、

従来の実践では学年×10 分と言われたり、先行研究

でも時間や努力といった量的側面に焦点が当てられ

がちでした。これに対して、一つ大きな示唆が得ら

れたのではないかと思います（スライド 19）。 

 
スライド 19 

 また、先ほどの 4 人の事例からも分かるように、

宿題と一緒に解答を配布した場合、失敗活用を自発

的にうまくできる生徒と、全然できていない生徒と

に分かれるということで、生徒が解答をうまく使え

るようになるために、どういう指導をするべきなの

かを考えることが重要ではないかと思いました（ス
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ライド 20）。 

 

スライド 20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「質の高い教訓帰納を促す認知プロセスとは 

―比較活動に着目して―」 

柴 里実（東京大学） 

 

 私は卒論からずっと教訓帰納をテーマに研究して

きましたが、今日は修士論文で扱ったことをご紹介

したいと思います。 

1.問題と目的 

 元々、学習後の振り返りは学術的にも大事だとい

われ、最近は学校の授業でも積極的に振り返りを入

れていくことが推進されています。教訓帰納とは、

市川先生が書かれた本によると、問題解決後やある

学習をした後に、「この問題を解いて何が分かったか」

などを教訓として言語化し抽出しておくことで、次

の問題解決がうまくいくようになるというもので、

スキーマ帰納という理論を拡張した概念だといわれ

ています（スライド 1）。 

 

スライド 1 

 先行研究はあまりないのですが、教訓帰納を利用

することで後の問題解決がうまくいくという実験結

果や、個別指導の認知カウンセリングで、問題解決

がうまくいくだけでなく学習者自身の学習観も良い

方向に変わるという事例、学力の高い子ほど自発的

に利用しているという質問紙の調査結果があります。 

 教訓帰納は学術的には良い学習方略だといわれて

いますが、実際に子どもに取り組ませてみると、大

きな問題が見えてきます。スライド 2 は、調査で使
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用した文章題です。 

 
スライド 2 

 教える側は、問題の状況を図に表すということや、

問題に関与したポイントを教訓として引き出してほ

しいと思うのですが、子どもたちからは、「どうやっ

て式を作るか考える」「やり方を覚える」といった教

訓が出てきてしまいます。せっかく教訓帰納をやろ

うと思っていても、出した教訓の質が悪ければ、次

の問題解決の役に立たないので、やっている意味が

ないと思われてしまいます。それに対して、先行研

究の学習法講座では、こういう教訓が良いという具

体的な視点を提示するといったことや、他人の間違

いを分析させることで自分に内化させようといった

取り組みをしてきたのですが、あまりうまくいきま

せんでした。そこで本研究では、有効な教訓を引き

出すために、学習者がそれまでどのような認知プロ

セスをたどっているのかを調べました。 

2.研究1：教訓産出までの認知プロセスの検討 

 研究 1 では、まず中学 2 年生を対象に個別調査を

行いました（スライド 3）。問題を提示して、解答を

配って理解してもらい、間違えた問題に関して教訓

を産出してもらいました。今日は時間の関係で分析

①しかご紹介できませんが、何を考えているのか子

どもに発話してもらい録音して、私が文字起こしを

して、彼らが教訓を産出するまでの過程でどのよう

に考えていたのかを分析しました。 

 
スライド 3 

 被験者の発話を分類したところ、解答の意味理解、

自分の思考過程の説明、思考過程と正解式の自発的

比較の三つに分かれ、それに応じて学習者を三つの

タイプに分類しました（スライド 4）。 

 
スライド 4 

 元々有効な教訓を引き出せていた学習者は、必ず

自分の思考過程と正解式を自発的に比較するような

発話をしていました。他方、あまり有効でない教訓

を引き出した学習者は、そもそも比較するような発

話が全くありませんでした。また、解答を提示する

ときに「人に説明できるぐらい理解してから教訓を

出してね」と言ったのですが、「この解説の式はどん

なことを示しているかな？」と聞いても何も説明で

きず、分かったつもりに陥っていた子もいました。

あるいは、比較しても、「+2 と-2 が違う」というよ

うな表面的な演算のみの比較をしている子や、ポイ

ントは何かと聞いても、目の前に解答があるのに「う

ーん・・・」となって、自分の知識からポイントを

引き出そうとしている子たちもいました。 
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3.研究2：教訓の質の向上を促す指導法の検討 

 研究 2 では、質的なインタビューから見えてきた

ものを、集団授業で介入として試しました（スライ

ド 5）。東大の学習ゼミナールという形で夏休みに中

学生を集めて、クラス分けをして授業をしました。

統制群と、自分の思考過程と正解を比較する群、さ

らに、自分が産出した教訓が本当に有効だったのか、

良い例と悪い例の具体例を示して振り返ってもらう

群を設定しました。1 日目に事前テストを行い、全

群に教訓帰納の話をして、2～4 日目に介入を行い、

最終日の 5 日目に事後テストを行いました。 

 
スライド 5 

 授業の流れとしては、問題解決に必要な基礎の確

認を一緒にした後に、問題を解いてもらい、解答を

配布して、自分の考えはどこが違ったのかを考えな

がら解説を聞いてもらい、それを言語化してもらい

ました。「なぜ」を意識した状態で、理解確認でペア

説明をした後、教訓を産出するというサイクルを繰

り返して、最後の教訓の振り返りのところでは、グ

ループで共有するときに一番役に立ちそうな教訓は

何かということを考えさせました（スライド 6）。 

 

 
スライド 6 

 事前事後テストでは教訓産出課題というのを行い、

そこでどれぐらい有効な教訓を引き出せていたかを

測っています（スライド 7）。問題を与えて解答を配

り、教訓を出してもらうという課題ですが、ここで

は「なぜ間違えてしまったと思いますか」「次に解く

際にはどのようなことに気を付けるとよいですか」

と質問しています。自分のミスの本質をきちんと特

定できているか、それに対応して問題に即したポイ

ントが引き出せているかということで、教訓を評定

して得点化しています。 

 
スライド 7 

 結果として、残念ながら教訓の質に関しては群に

よる違いは認められませんでした。そこで、事後テ

ストの教訓産出課題において、研究 1 で得られたよ

うな比較や解答理解の要素が量的な分析においても

効いているのかを調査しました（スライド 8）。 
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スライド 8 

 図形問題と文章題に関して重回帰分析を行ったと

ころ、自分はどこを間違えたのか確認している学習

者ほど、次の問題解決に有効な教訓を引き出せてい

るのではないかということが示されました。あと授

業中にも教訓を出しているので、授業中のワークシ

ートの分析もしています。比較を行ったクラスほど、

教師が与えた情報も教訓に活用しながら引き出せて

いたという結果も得られました。 

 スライド 9 は、事後テストの問題解決過程の一部

です。 

 
スライド 9 

 このように、自分はどこを間違えたのかきちんと

特定した上で、解答と照らし合わせたり、計算ミス

に関しても、どこで間違えたかをチェックした上で、

ここを先に計算しておくと楽だというようなことを

メモしていました。こういうことは、介入中に何度

もやるように言って、みんなで見せ合ったりもして

いたのですが、事後テストでやっていた子はあまり

いなくて、解答の丸写しになっていたり、そのまま

にしていた子たちも結構いました。 

 また、図形と文章題を両方やらせているのですが、

課題の種類によって教訓の引き出しやすさが違うの

ではないかと思われます（スライド 10）。 

 
スライド 10 

 図形問題の方が、有効な教訓を引き出せている子

が多いです。文章題は式がたくさんあり、自分の解

決過程と解答を照らし合わせたときに、どこが重要

なのか特定しづらく、かつ正解に至るまでの問題解

決過程や領域的知識がすごく複雑です。一方で図形

は、式を見た段階でこうすれば良かったというのが

明確で、問題の種類が教訓の引き出しやすさに影響

を与えているのではないかということも、補足的で

すが示唆されました。 

4.総合考察 

 教訓を産出する前に、解答が何を意味しているの

か、自分は何を考えていたのかを比較することが重

要ではないかと思います。しかし、それすら意識で

きていなかったり、しようとしていても掛け算や割

り算が違ったという話になってしまっている子もた

くさんいます。良い振り返りを引き出そうとして振

り返りシートを作ったり、振り返りの段階で介入し

ている実践も多いと思いますが、前段階に至るまで

に、子どもたちが自分の認知状態をどれだけ把握で

きているのかまできちんと補完しないと、良い振り

返りは出てこないのではないかと考えています。 

 本研究の限界としては、どのように比較したらい

いのか、実験の授業では丁寧に介入できていません。
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また、教訓を自分で活用して、教訓を引き出したか

らこの問題が解けたという実感がなければ有効性は

認知できないので、それを含めて今後は検討してい

きたいと思います（スライド 11）。 

 

スライド 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「『計算間違い』の克服を促す教訓帰納の指導」 

若林 正晃（東京大学） 

 

 今回は、「計算間違い」に焦点を当て、教訓帰納の

有効性を検討した研究について発表します。前半で

は「そもそも計算間違いがなぜ起きるのか」、「どの

ように改善すればいいのか」について探索した研究

を二つ紹介します。後半では、計算間違いの改善を

促す指導法を提案します（スライド 1）。 

 
スライド 1 

1.「計算間違い」の原因と改善方法の探索 

研究 1：認知カウンセリングで見えてきた学習者の

実態と改善策 

 「計算間違い」とは、計算に取り組む中で生じた

「手続き的」な誤りです（スライド 2）。例えば、単

純な計算問題を解く場合は、計算実行中に生じる間

違いですし、文章題の場合は、問題文を理解して、

解答の方針が固まったにもかかわらず、その後計算

で間違うという「手続き」に焦点を当てています。 
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スライド 2 

 本研究に取り組んだ背景には、一人の中学 3 年生

に対する認知カウンセリングの事例があります 

（スライド 3）。 

 
スライド 3 

彼女は「計算間違い」が多いことにすごく悩んで

いました。「頑張っているのにミスがなかなか減らな

い」、「いつも間違えるから嫌になるし、自信がない」

と言うのです。そこで、彼女の学習を観察したとこ

ろ、三つのつまずきが見えてきました。 

一つ目は、「とにかく計算が嫌いで、間違えても振

り返らない」という点です。 

 二つ目は、普段の学習で公式を丸暗記するなど、

反復練習を重視している点です。実際、100 マス計算

や計算ドリルをとにかく反復することで改善を試み

ていました。 

 三つ目は、間違えた原因に対する認識です。「計算

間違い」では、計算力がないとか、練習量や努力が

足りなかったなどの原因に帰属する生徒が多いです。

彼女も公式を丸暗記するなど、計算のルールや過程

を十分理解していないにもかかわらず、他の生徒と

同じように練習量や計算力に帰属していました。 

そこで改善するための学習方法として教訓帰納に

取り組みました。今回は上手く振り返るためのコツ

として、間違いを分析する視点を三つ提示しました 

（スライド 4）。 

 
スライド 4 

 一つ目は、どういう間違いがあるのか知る「種類」。

二つ目は、どの種類について自分自身が間違いやす

いのか知る「傾向」。三つ目に、なぜ間違ってしまっ

たのか知る「原因」。「原因」の視点では、特に計算

中の思考過程や理解状態を確認することを強調しま

した。その結果、理解不足が間違いの原因だと認識

できるようになり、普段の学習やテストでの「計算

間違い」が減ってきました。彼女自身も「間違えた

のはミスではなく理解不足が原因だった」と言って

くれるようになりました。 

研究2：「計算間違い」の原因に関する学習者の認識

の調査 

 研究 2 では、こうした学習者の実態が、他の生徒

に当てはまるのか明らかにするために「計算間違い」

の原因に対する生徒の認識を調査しました。対象は

研究 1 と同様に、計算ルールや過程への理解が必要

な高校生としました（スライド 5）。 
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スライド 5 

 調査では、提示された計算結果について、正誤を

判断してもらった後に、正解した／間違えた原因を

考えて記述してもらいました。その結果、クライア

ント以外は、「頭がパニック」「忘れてしまった」「ミ

スだ」というように、浅いところに原因を置きがち

ですが、クライアントは「法則を暗記していて意味

を十分理解していなかった」と、自分自身の学習の

改善すべき点を深く考察してくれました。 

 このような背景から、偶然・焦りといった状況的

な原因や、注意・記憶力・練習不足というような、

認知的に浅い原因に帰属している生徒が多い一方で

本当の原因は方略の不使用や理解不足であるという

認知の歪みが垣間見えてきました。 

間違いを繰り返さないためには正しい原因を追及

しなければなりません。ところが、多くの生徒は、

そもそも「振り返らない」「答え合わせ・見直ししか

しない」ようです。彼らが振り返らない背景には、

「間違えたのは、偶然だ・焦っているから」という

信念があるようで、一方、振り返ろうと試みる生徒

は、「間違えたのは、理解不足だったから・自分自身

の学習に落ち度があるから」だと気付いているよう

でした。このことから、方略と背景にある信念は密

に関係しているのがわかります。間違いを克服する

ためには、どちらも改善していくことが必要不可欠

で、それを可能にするのが振り返りの技法である、

教訓帰納ではないかと考えました（スライド 6）。 

 
スライド 6 

2.「計算間違い」の改善を促す指導法の検討 

研究3：集団指導での振り返り活動の提案と効果検証 

 そこで研究 3 では、「計算間違い」を克服する指導

法として、振り返り活動に特化した授業を提案しま

した。今回は、三つのクラスそれぞれに違う介入を

しています（スライド 7）。一つ目のクラスは「種類」、

すなわち、「どんな間違いをしたか」のみ確認します。

二つ目のクラスは、それに加え、「どの間違いを自分

がしやすいか」という「傾向」まで考えます。最後

のクラスは、「なぜ間違えたのか」という「原因」ま

で考えます。 

 

スライド 7 

 想定では、視点を深めるほど、特に「なぜ間違え

たのか」考える視点まで達すると、計算中の思考過

程を振り返り、どうモニタリングすればいいかわか

るようになると考えました。そうすることで、自分

が取り組んだ計算においては正解率が上昇すること

が推察されます。 
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 二つ目に、原因の帰属先の熟考度についても視点

が増えるほど深まると想定しました。 

 三つ目に、失敗を肯定的に捉える活動に取り組む

ことで、失敗に関する活用可能性への認知が向上す

ると考えました。 

 本講座の対象は中学 2 年生です。1 日目と 5 日目

はテストです。2～4 日目は「めあての確認」「テスト

の間違いを分析」で視点に違いを設けています 

（スライド 8）。 

 
スライド 8 

 例えば、原因まで考える群には、どういう間違い

があるか、自分はどういう間違いをしているのか、

間違える理由まで考えることが大事なのだと明示的

に伝えます。また、そうした考えがなぜ計算間違い

を減らすことに繋がるのかについても、関連を明示

しています（スライド 9）。 

 

スライド 9 

 実際の振り返りでは、「種類」だけ確かめる群には、

どんな間違いをしたのか記述させ、「傾向」まで確か

める群には、自分の間違いの種類と傾向を記述させ、

「原因」まで確かめる群には、なぜ間違えたかまで

記述してもらいました（スライド 10）。 

 

スライド 10 

 結果としては、「種類」や「傾向」だけでなく、そ

れに加えて「原因」まで考えた群が大きく伸びてい

ます（スライド 11）。間違えた原因まで分析するこ

とで、計算中の思考過程が明確化され、その後の計

算時のモニタリングに活きたのだと推察されます。 

 
スライド 11 

 原因帰属先の熟考度についても、やはり原因まで

考えた群が一番高い値になっています（スライド 

12）。自分自身の理解状態まで考えてくれた子が、原

因まで考えた群にすごく多かったのですが、理解や

学習方略の重要性に気付いてくれたのではないかと

考えられます。 
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スライド 12 

 失敗の活用可能性については、全群で上昇が見ら

れました。多くの子が間違いに対して肯定的な解答

をしてくれました（スライド 13）。「間違いは怖くな

い・活用できる」というポジティブな側面を明示し

たことが重要だったと考えられます。こういう形で

分析の視点を与えた上で、間違いを振り返る活動を

が、モニタリングの視点獲得や認知的に深い原因へ

の帰属を促進したのではないかと考えています。 

 
スライド 13 

 
スライド 14 

セッションⅡ：学習スキルの重要性とその育成 

「学び方指導の新たな実践に向けて」 

瀬尾 美紀子（日本女子大学） 

 

（瀬尾） 皆さんこんにちは。私からは、午前中の

セッションの最後の方でも出てきた、学習方略、学

び方を育てるということについてお話しします。か

なり午前中の話の中にも出てきたことが入っていま

すので、それと関連付けながら聞いていただければ

と思います。 

 私は、学び方指導はとても大事だと思って取り組

んできました。学校との連携が鍵になってくるとい

うことが、分かってきています。また、研究で分か

っていることと実践とをどう結び付けていけばいい

のか考えているところです。それを今日お話しさせ

ていただいて、ご意見をいただければと思っていま

す。 

1.なぜ学び方を身に着けることが重要か 

 学び方を身に付けることが重要な理由を３つの観

点から整理できます。１点目は、社会的背景です。

例えば AI に仕事を奪われるといったことも言われ

ていますが、人間が人間であるためには自ら学んで

いけることが大事だということです。２点目は理論

的観点です。自分で学ぶ学習者には、３つの要件が

備わっていることが知られています。「メタ認知」つ

まり自分は何が分かっていて、何が分からないかを

分かっていること。分からないときにどうするか、

つまり「学習方略・学び方」、そして、意欲、やる気

といった「動機づけ」です（スライド 1）。 
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スライド 1 

 ３点目は実証研究の知見からです。効果的な学習

方略をよく使っている生徒は、学業成績も高いとい

う関連も示されてきています。やはり学び方は学校

でいろいろな知識を学ぶ際にも必要ですし、卒業後

にも学んでいくためには重要だということになりま

す。 

2.学習方略は指導無しで習得可能か 

 学習方略の研究は 70 年代頃からアメリカで盛ん

に行われるようになり、欧米からさまざまな研究結

果が出ています。まず、効果的な学習方略を自然に

身に付けていくことができるのかどうかということ

が調べられています（スライド 2）。 

 

スライド 2 

 結論としては、多くの学習者にとっては難しいと

いうことです。教訓帰納のような学習の質を高める

学び方については、実際に私が公立中学校の 1 年生

を対象に調査をしたところ、教訓帰納を使っている

子どもたちは 3 割に満たないという結果でした。そ

れに対して、丸付けをするといった浅い学び方は、

多くの子どもができていました。 

 効果的で難しい方略になればなるほど、自然に身

に付けることは難しいのです。一方で、学習方略を

指導することは可能なのかということも調べられて

います。こちらについては、学び方を指導すること

には効果があり、自分でも使うようになるというこ

とが分かっていますし、それによって成績も伸びる

という結果が示されています。 

3.教育現場の現状 

 以上は研究に関する話題でしたが、日本の教育現

場の現状はどうなっているかということについて紹

介します（スライド 3）。 

 

スライド 3 

 学習に関する悩みについて、ベネッセが調査した

ところ、中学生の 3 分の 2 が「効果的な勉強法が分

からない」と回答しています。また、私も小学校や

中学校に足を運んで、家庭学習、学び方について先

生方にお話しを伺うと、「家庭学習はまじめにやって

くるけれど、なかなか質が上がらないという」悩み

をお聞きします。また、「そもそも意欲面での課題も

あってなかなかできない」という話も聞きます。 

 例えば、小学校 3 年生の社会科で地図記号を習う

のですが、それを自分なりにノートにまとめるとし

ます。質が低い例は、書かれてあることをそのまま

写してくるような勉強の仕方です。質が高い例は、

教科書に書かれていることを、自分なりの言葉で書

いています。例えば城跡の地図記号に「昔、城を建
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てるときに縄を張ったものの形から」と、自分なり

に意味を付け加えてノートを作るといったでやり方

です。 

 スライド 4 は、右側の子は教訓帰納をしているけ

れど、左側はできていません。こうした質の高い学

び方ができる子も一部にいますが、大半はできませ

ん。それを何とかしていきたいということを、先生

方は悩みとして語ってくださいます。 

 
スライド 4 

 学校でどういう学び方の指導が行われているのか、

植阪先生と市川先生と 3 人で分析したことがありま

す。過去の報告書に結果が載っていますが、例えば

勉強時間の目安は学年×10 分とか、テレビを消しま

しょうといった学習規律と、反復学習、音読、書き

取り、計算練習をするといいといった、浅い認知的

方略の指導にとどまっています。そうした学習規律

や学習習慣も大事なのですが、今日午前中から出て

いるような深い学び方は指導されていないというの

が現状です。また、学び方の指導方法についても、

大半が資料や手引きを作って配付・説明して終わっ

ていて、授業の中で具体的にどういうふうにやるの

かということは、なかなか行われていません。 

4.これまでの研究 

 私たちも認知カウンセリングや学校を訪問させて

いただく中で、やはり子どもたちの学び方というの

をもっともっと意図的に育てていきたいということ

がありましたので、いろいろな研究をこれまで積み

重ねてきています（スライド 5）。 

 
スライド 5 

 一つは市川先生が始められた認知カウンセリング

です。これは、子どもたちの学習のつまずきととも

に、学び方にまで着目した学習支援の活動です。二

つ目が学習法講座です。学び方を、いろいろな練習

を通して学んでいく。あるいは実験のようなものも

入れて、なぜそれが有効なのかということを伝えな

がら指導していくというものです。 

 ただ、そうした支援活動の中で練習した学習方略

も、なかなか日常的な学習場面では定着しないとい

う問題や、他の領域に学び方が波及していかないと

いう問題があります。背景には、やはり学校の影響

が非常にありますし、子どもたちが効果的な学び方

を身に付けるためには、日常的に接している先生方

の継続的な支援が必要だという問題意識が持たれる

ようになってきています。 

 こうした状況を受けて、学習法講座と授業を連動

させた研究を実施しました（スライド 6）。 

 
スライド 6 

 具体的には、教訓帰納を中学生に教える講座です。
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1 年目は授業でやってみたのですが、授業の中で先

生が振り返りをしなさいと言うとできるのですが、

自分でそれを家庭学習ノートでやるかというと、そ

れはやらないという状況でした。 

 2 年目は、授業での取り組みを継続しつつ、学習

法講座を実施しました。デモ実験と、実際にどんな

ふうに数学の問題で振り返りをやればいいかという

ことを 1 時間かけて教える講座ですが、これを実施

したところ、家庭での自発的な利用、授業での自発

的な利用が促進され、維持されたという結果が出て

います。 

 学習法講座を組み合わせることが何をもたらした

かというと、学習方略に関するデモ実験や、方略使

用の体験を通して、学習方略がどれだけ有効である

か、やるかいがあるのかということを伝え、それを

やると良いということが分かったことで、自発的な

利用につながっていったと考えています。 

 最近は、この学習法講座を学校でも実践してみた

いとおっしゃってくださる先生がいて、先生方向け

に実施したりしています。実施すると、「次の日にや

りました」と言ってくださる先生もいらっしゃいま

すし、「いや、ちょっと難しい」と、ハードルを感じ

る先生もいらっしゃるという状況です。 

 スライド 7 は、学習法講座を受けた生徒のアンケ

ートです。このときは、精緻化という意味理解を促

進する学習方略を取り上げました。あとで見ておい

ていただければと思いますが、やはり有効性の認知

を高める効果があることが分かります。 

 
スライド 7 

 認知カウンセリングと学習法講座は、学び方を育

てる上で短期的には効果があります。一方、先ほど

お話ししましたように、普段いらっしゃる先生が、

近くで学び方を指導していくことも効果的です。そ

れを示した一つの例として「教えて考えさせる授業」

があります（スライド 8）。 

 
スライド 8 

 「教えて考えさせる授業」は、一言で言えば、教

えることと活動することのバランスやメリハリを考

慮して、教えるだけ、説明するだけ、活動だけでは

ない、バランスを取った授業ということになります。

活動をたくさんさせているのですが、その中に認知

心理学で大事にしている学び方が埋め込まれていて、

そういった学び方を授業の中で体験させるのです。 

 例えば「説明活動」では、定義と具体例、因果関

係、あるいはある主張の理由や根拠の説明、図表を

利用した説明に取り組みます。また授業の最後の「自

己評価」活動では、教訓帰納も経験できます。ある

いは簡単な予習をすることによって、自分は何が分

からないかということをはっきり「自己診断」して

から、授業に臨むということもあります。このよう

に、学び方が組み込まれた授業が提案されています。 

 実際にそういう授業を受けた学校でどういう成果

が出ているかということについて、一つは学び方の

利用が 1 年目に比べて 2 年目の方が多くなったとい

う結果が出ています。もう一つは、そういった学校

では学力の向上も見られました。「教えて考えさせる

授業」を言い換えると、「学び方も学力も両方育成で

きる授業デザイン」という言い方ができるかと思い
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ます。 

 以上、これまでの学び方指導の研究についてお話

しさせていただきました。それらの知見と学校の現

状から、これからどうしていけばよいかという話を

させていただきます。 

5.これからの学び方の指導のあり方 

 これからの学び方指導のあり方としては、やはり

認知心理学で確認されている効果的な方略（教訓帰

納、意味理解、精緻化）を重視した指導をしていく

ことです。そのためには、そもそも認知的方略とは

何なのかということを先生方に具体的に知っていた

だくことが必要だと考えています（スライド 9）。 

 
スライド 9 

 スライド 10 は、最近私たちが話すときに使って

いる図です。深い学び方というのはなかなか分かり

づらいので、小学校高学年ぐらいの児童に伝わるよ

うな表現を心がけ整理しています。 

 
スライド 10 

 

 

 真ん中にある「振り返る」は、理解度を確かめた

り、失敗の原因を分析する、すなわち教訓帰納です。

となりの「説明する」は、定義と具体例、解き方を

説明することです。「整理する」は、つながりや成り

立ちを考える、似たものをまとめる、つまり精緻化

や体制化といわれるものです。こうした日常的な用

語で伝えて、そういった学び方を意識して働きかけ

ていくということをお話ししています。ちなみに左

側には「学習を進める力」ということで、自己調整

学習の話を盛り込んでいます。 

 2 点目としては、教科の授業の中で学び方を経験

させることです。それによって、自分でなかなか教

訓が書けない子が、みんなでそれをシェアしたり、

先生からいろいろアドバイスをもらったりしながら、

書くことの難しさを減らしていくことができ、家庭

学習での利用につながると考えています（スライド 

11）。 

 

スライド 11 

 教科の授業の中も大事にしたいのですが、特にコ

スト感が強い場合には、学習法講座も一つ選択肢と

して入れていただくといいと考えています。方略の

デモ体験によって、コスト感を減らすことができま

す。 

 最後が宿題やテストのリ・デザインです。授業で

重視した学び方を宿題やテストにも反映することが

大事だと考えています。深い学び方を大事にした授

業を研究している一方で、例えばテスト等を拝見す

ると、丸暗記で解けてしまうような問題が出ていた
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りもします。 

 この点に関しては「教えて考えさせる授業」を実

践してこられた岡山県の床先生が出してくださった

事例が参考になります。例えば、先生は、数学の授

業で「内角の和が 540°になることを説明しなさい」

という課題を生徒に取り組ませています。そして、

宿題でもテストでも同じタイプの説明課題を出され

ています。「内角の和を求めなさい」という課題はよ

くあるのですが、「説明しなさい」という深い理解が

必要な課題に取り組んだら、テストや宿題もそれに

対応させて設計することが、学び方を育てるために

有効であると考えます（スライド 12）。 

 

スライド 12 

 授業と家庭学習は、私たちの目から見ますと、結

構分断しているという印象があります（スライド 

13）。質の高い学び方を家庭学習で求めるのであれば、

質の高い学び方をまず授業で経験させてあげてほし

いですし、それに対応したテストや宿題を設定する。

そして、必要に応じて学習法講座を実施していくと

いうことが、学び方や自ら学ぶ学習者を育てていく

ために、大事なのではないかと考えます。 

 

 

 

スライド 13 

村山市との共同実践研究で、そうした学び方の総

合的な育成に向けて、本格的に実施する準備をして

います（スライド 14）。 

 

スライド 14 

 私からは以上です。ありがとうございました。 

 

※本発表の一部は、篠ヶ谷圭太氏、太田絵梨子氏・

福田麻莉氏と、現在、共同で行っている研究成果を

含んでいます。 
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「大学受験期の学習方略とセンター試験成績との関連」 

鈴木 雅之（横浜国立大学） 

荒井 清佳（大学入試センター） 

末次  伶（明星大学） 

山村  滋（大学入試センター） 

 

（鈴木） 大学入試センター試験が廃止され、大学

入学共通テストという新しい共通テストが導入され

ることになっています。これに関して、現行の大学

入学者選抜試験では、知識の暗記・再生や暗記した

解法パターンの適用評価に偏りがちであるといった

ことが、問題として指摘されています。そして、こ

うした問題意識の下で、思考・判断力や、その過程

を表現する能力をよりよく評価するために記述式問

題を導入すること、また、マークシート式の問題を

より一層改善していくということが指針として示さ

れています。 

 では、果たして、現行のセンター試験では知識の

暗記を重視した学習が効果的なのだろうか、という

のが本研究の問題意識になります（スライド 1）。 

 
スライド 1 

1.本研究の目的 

 つまり、どのように受験勉強をしていたのかとい

う受験期の学習方略と、実際のセンター試験との成

績の関連を検討することが、本研究の目的です（ス

ライド 2）。 

 

スライド 2 

 意外にも、どういうふうに勉強した受験生がセン

ター試験で高い点数を取っているかということは、

私が知る限りでは実証的な研究はされていません。

そのため、改めて検討することにしました。教科と

しては、社会と理科に限定して研究を行いました。

これらは特に暗記科目と言われがちなものなので、

今回の目的を検証する上で適切な教科と考えられま

す。 

 先ほど瀬尾先生からも学習方略についてお話があ

ったのですが、学習方略には幾つか種類があり、大

きく三つに分類されます。本研究では、学習内容を

覚える際に使用される方略として位置付けられてい

る認知的方略に焦点を当てました。あくまでも、た

だ丸暗記をしていればよいのか、そうではなく、き

ちんと意味を理解した上で覚えるのが効果的なのか

ということを検討したいため、認知的方略に焦点化

しました。 

 認知的方略はさらに下位分類されることが多いの

ですが、本研究では最も一般的かつシンプルという

ことで、さらに 2 分類する分類を扱っております（ス

ライド 3）。 
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スライド 3 

 浅い処理の方略と深い処理の方略と呼ばれるので

すが、今回の研究ではそれぞれを暗記方略、理解方

略と呼びます。暗記方略はひたすら唱えて覚えたり、

「1603 年に徳川家康が・・・」とひたすら書きなぐ

って覚えたりといった、単純な反復作業を中心とし

た学習法です。一方、理解方略は、自分が既に持っ

ている知識と関連付ける、学習内容同士を関連付け

る、整理して覚えるという方略です。 

 これらのうち、どういった方略が効果的かについ

て、一つ研究を紹介したいと思います。同じ児童生

徒を対象に、その子たちが 5 年生から 10 年生（高校

1 年生）になるまでの間、継続して、年に 1 回調査

をしたという研究になります。途中で転校したり、

転校してきたりということがあるので、人数が一定

ではないのですが、少なくとも 1 回でも調査に参加

したのは 3530 名で、非常に大規模かつ長期間に渡る

調査です。また、この調査では 1 年に 1 回、数学の

学力テスト（60 分程度）を実施して、学力テストの

結果の伸びと学習方略の関連を見ています。その結

果、理解方略をよく使っている子どもの方が、学力

がよく伸びているといったことが示されています。

こういった大規模で長期に渡る研究においても、意

味を理解することが大事だということが示されてい

ます。 

 また、本研究と特に関わりが深いものを一つ紹介

したいと思います。大学生を対象に、まず高校時代

の歴史学習でどういうふうに勉強していたか質問し

ています。それから世界史か日本史、どちらかのテ

スト問題を解いてもらいます。そして、テストの成

績と、高校時代の学習方略の関連を調べるというも

のです。（スライド 4）。 

 
スライド 4 

 知識問題が 20 問あり、問題の性質によって分類が

されているのですが、語義問題が 8 問あります。一

見、センター試験よりも丸暗記だけで対応できそう

に見える問題なのですが、これらの問題に対する成

績と高校時代の学習方略の関連を調べたところ、暗

記方略をどのぐらい使っていたかどうかということ

は成績とは関連がありませんでした。一方で、意味

理解を重視した学習をしていた学生ほど、世界史で

も日本史でも成績が高いという結果が得られました。 

 つまり、一見すると丸暗記でいけそうな問題でも、

やはり意味理解を重視する方が、成績が高いという

ことが示されています。そのため、センター試験で

も同様の結果が得られるということは容易に想像で

きることではあるのですが、改めて実証的に、セン

ター試験ではどういう方略が効果的なのかを示すこ

とは重要であると考え、本研究を行いました。 

2.予備調査 

 本調査を実施する前に、学習方略について質問す

るための尺度を作成しています。詳細は省きますが、

学習方略研究を基にして項目を作成し、大学生を対

象に質問紙調査を行い、最終的に 28 項目からなる尺

度を作成しました（スライド 5）。 
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スライド 5 

 その項目例を示します（スライド 6）。暗記方略は、

ひたすら唱えて覚えたとか、そこだけ覚えたとか、

そういったものに対して、理解方略はいろいろバリ

エーションには富んでいるのですが、深い処理をし

てきちんと覚えるものが集まっています。 

 

スライド 6 

3.方法 

 本調査の方法は少し複雑で、まず対象になったの

は、大学入試センターで実施しているモニター調査

に参加した学生です（スライド 7）。 

 
スライド 7 

 モニター調査というのは、実際のセンター試験の

本試と追試の同じ日の同じ時間帯に行なわれている

もので、本試と追試の両方を受けてもらって、難易

度に違いがないかどうかを調べることを主な目的と

しています。こうしたモニター調査に参加した学生

に対して学習方略の質問も行い、モニター調査とし

て解いたテストの成績と学習方略の関連を見ました。

普通センター試験の問題は、終わるとすぐに問題と

答えが公開されてしまうのですが、実際の受験生と

同じ時間帯にセンター試験を受けていますので、当

然、問題も答えも全く知らない状態で、参加者は問

題を解いています。 

 参加してくれた方々は全教科受験しているのです

が、本研究では地歴から 1 科目、公民から 1 科目、

理科から 1 科目を選んでもらって、そのデータを分

析に使っています。また、学習方略に関しては、先

ほどお示ししたような項目に対して、受験勉強のた

めにこういう勉強法をどれぐらい使っていましたか

ということを、5 段階で答えてもらいました。 

 ややこしいのは、質問紙の方では地歴と公民合わ

せて 1 科目について回答してもらって、理科からさ

らに 1 科目回答してもらっています。つまり、学習

方略で回答した科目とモニター調査で解いた問題が、

必ずしも一致していないのです。例えば、高校時代

の勉強法は世界史について答えたのだけれども、モ

ニター調査で解いたセンター試験の問題は日本史と

いう場合もあります。それは理科も同様です。 

 こういった構造になっているので、理科も社会も、
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モニター調査で解いたセンター試験の受験科目と学

習方略の回答科目が一致していて、かつ分析には人

数がある程度要るので、30 名以上の参加者がいるデ

ータを対象に分析を行いました。太枠で囲っている

所が、実際に分析対象となったデータになります（ス

ライド 8 スライド 9）。 

 
スライド 8 

 
スライド 9 

 また、理科基礎に関しては、4 科目の中から 2 科

目選ぶようになっているので、厳密には理科基礎を

選んだ参加者には、2 科目分のテストの点数があり

ます。 

4.調査結果 

 まず、学習方略を暗記方略と理解方略の 2 つに分

類できるのかどうかについて、因子分析という手法

を使って検討しました（スライド 10）。 

 
スライド 10 

 その結果、2 つに分類できることが示されました。

分析の過程で 4 項目が除外され、暗記方略は全部で

9 項目、理解方略は 15 項目になりました。暗記方略

であれば、9 項目に対する回答結果の平均値を暗記

方略の使用得点とし、暗記方略得点、理解方略得点

をそれぞれ算出しました。 

 科目別の平均値がスライド 11 のようになってい

ます。人数は先ほど示したクロス表と全く同じもの

になっていると思います。 

 

スライド 11 

 スライド 12 が学習方略の使用とテスト得点との

間の相関です。 
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スライド 12 

 暗記方略に関して言えば、世界史と物理で有意な

負の相関がみられました。つまり暗記方略をよく使

っていた学生ほど、世界史と物理の点数が低いとい

うことになります。逆に理解方略は、全て有意な正

の相関になっていまして、理解方略をよく使ってい

た学生ほど、世界史や地理、生物基礎の点数が高い

という結果が得られました。 

 この相関係数というのは、マイナス 1 からプラス

1 の範囲で値を取るのですが、絶対値が 1 に近いほ

ど強い関連があることを意味します。少し分かりに

くいと思いますので、中間ぐらいの世界史を例に散

布図を示したいと思います。暗記方略をよく使って

いた人ほど、テストの点数が低い傾向にあることが

分かります（スライド 13）。 

 

スライド 13 

 同様に理解方略に関しては、右上がりの散布図に

なっていて、理解方略をよく使っていた人ほど、テ

ストの点数が高いという傾向にあります（スライド 

14）。 

 
スライド 14 

 見ていただくと、傾向はあるけれどもそれほど強

くはないということが分かると思います。明確な傾

向はあるけれども、やや弱いというのが0.36～0.38ぐ

らいの値になります。こう言うと、物理などは相関

係数が 0.26 なので、あまり強い関連はないのではな

いかと思われるかもしれません。そこで、物理に関

しては参加者が 120 名と少し多かったので、もう少

し深く分析をしてみました（スライド 15）。 

 
スライド 15 

 今回は 2 種類の学習方略を質問しており、その学

習方略の使い分けによって参加者をグループ分けし

ているのがクラスター分析になります。分析の結果、

参加者は 2 グループに分かれたのですが、分かりや

すいのは低暗記方略群です。どの単元でも、どんな

ときでも、ほとんど暗記方略を使わないというのが、

低暗記方略群に分類された参加者です。 

 一方で高暗記方略群に分類された参加者は、暗記

方略も理解方略もどちらも同じぐらい使っていて、
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単元や状況によっては意味理解をするけれども、丸

暗記で、ただ覚えるだけ、ひたすら繰り返すだけで

済ませてしまうこともあるというような人たちです。 

 この 2 グループについて、それぞれテストの点数

の平均値を出したのが右側のグラフですが、7 点ぐ

らいの差が出ています。どういったときでも意味を

理解することを大事にしていると答えた人たちの方

が、センター試験で高い点数を取っているというこ

とが、この結果からも分かると思います。ですので、

0.26 というと弱そうに思われるかもしれませんが、

無視できない、重要な差が出ているということが分

かっていただけるかと思います。 

5.まとめ 

 センター試験であっても意味理解を志向していた

学習者ほど成績は高く、丸暗記を志向していた学習

者ほど成績が低い傾向にあることが示されました

（スライド 16）。 

 

スライド 16 

 ただし、留意点としては、それほど関係が強くな

いということと、科目によって差が出たり出なかっ

たりということが、限界点としてあると思います。

特に科目による差異に関しては、たとえば化学では

意味理解が役に立たないという科目の性質による問

題なのか、それとも化学を受験する人たちが少し特

異な集団で、理解方略が効果的にならないのかとい

う、受験生の性質の問題なのかといったところは、

切り離して考えられませんので、本研究では分かり

ません。これは本研究の限界だと思っております。 

 また、本研究は国立大学に合格している学生のみ

を対象に行われたものですので、比較的学力の高い

層に参加者が偏っていたという問題もあります。調

査方法も、理想的なものではなく、学習方略に関し

ては、受験生のときを思い出す形で回答してもらっ

ているので、当時のことを正確に測れていない恐れ

もあります。 

 また、センター試験の成績というのは、参加者た

ちが実際に受験したときのものではなく、受験生だ

ったときから 1 年後のものですので、専門によって

はセンター試験に出るようなことを大学で学んでい

る人もいるでしょうし、あるいは塾や予備校で教え

ている人たちは、教える過程で学び直しをしたりし

ている可能性があります。こうした条件の違いが、

明確な結果が出なかった原因を生み出しているので

はないかと考えられます（スライド 17）。 

 

スライド 17 

 ただし、こういった限界点はあるのですが、少な

くとも丸暗記をしていればそれで対応できるという

証拠は全く得られず、意味を理解して学習をするこ

とが大事であると示されたことが、重要な成果だと

思っております。 

 以上です。ご清聴ありがとうございました。 
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「教科書を活用した数学授業における説明活動の導入」 

福田 麻莉（東京大学） 

 

（福田） 新学習指導要領において、言語能力の育

成が教育目標の一つになっています（スライド 1）。 

 
スライド 1 

 言語能力と聞くと、考えを発信するということを

イメージする方も多いかもしれませんが、例えば教

科書を読む力といった、知識を得るための力も重要

であると考えられます。また、こうした力は国語科

に限った話ではなく、一見言語から離れたところに

あるようなイメージを持つような、数学科において

も教育目標となっています。 

 一方で、学習者の教科書を読む力が低下している

という指摘もされてきました。教科書を深く読むこ

とができないと、例えば授業の理解が不十分になっ

たり、家庭学習でつまずいたときに、「教科書を見て

もどうせ分からない」といった理由で、教科書を見

返さないという問題が起こる恐れがあります。以上

から、通常の数学の授業において教科書を深く読む

力を育てるにはどうすればいいのかという疑問を持

って、実践に関わってきました。 

1.教科書を深く読むために 

 考えられる一つの方略は、説明をさせるというこ

とです。ただ、説明させる内容が何でもいいかとい

うとそうではなく、例題の解き方やただ公式を繰り

返すような説明ではなく、なぜその公式が成り立つ

のか、なぜその解き方で答えが出るのかという、教

科書に書かれていない行間に当たるような部分を説

明させることが重要であると考えられます。今挙げ

ているようなまとめ方の例も一つです（スライド 2）。 

 
スライド 2 

 しかしながら、全ての学習者がこういった行間の

説明をうまくできるわけではありません。その理由

の一つは、教科書には行間に関する情報が全て書か

れているわけではないということです。そのため、

知識が少ない学習者であればあるほど、うまく説明

ができないという悪循環が起きてしまうわけです。

そうした困難を解消するために考えられるのが、授

業の中でその行間を埋めてあげるということです。

もちろん先生方は「なぜ」の部分を授業で説明され

ていると思いますが、説明するだけではなく、それ

を子どもたちが教科書に書きこんでおくことによっ

て、説明のガイドを作る、ということです。 

 具体的な例として、高校の数学の、微分法の接線

の方程式の例題をお見せします（スライド 3）。 

 
スライド 3 

 例えば最初に微分をしていますが、なぜ微分をす
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るのかという例題の背景原理や、最終的に導出され

た接線の方程式がなぜ成り立つのかという部分を、

既習と関連付けながらメモをさせています。ちなみ

にこれは、実際に介入を受けた生徒の教科書です。 

 こういった介入によって、教科書の内容を深く理

解することができ、家庭学習中につまずいたときに

も、行間が埋まっているので、見返すことができる

のではないかと考えられます。 

2.本研究の目的 

 以上より本研究では、高校の数学の授業において

説明活動、教科書の行間書き込みを行うことの効果

を検討します（スライド 4）。本研究における行間と

は、例題の背景原理と概念や公式が成り立つ理由・

原理を指すこととします。 

 
スライド 4 

 具体的には三つ問いがあります。一つはこの二つ

の改良を行うことで、教科書の内容理解が深まるか、

という問いです。これは内容理解の深まりは、説明

問題を出すことによって測定します。二つ目は、教

科書の内容を理解できたことで、定期テストの成績

が高まるのかという問いです。これは説明問題が入

っていない、一般的な定期テストで測定します。三

つ目は内容が理解できれば家でも教科書活用行動が

増加するかという問いです。この三つの問いを検討

していきます。 

3.研究の方法 

 次に方法です。対象は県立高校 2 年生の 3 クラス

で、偏差値は 54 程度の学校です。2 年生で数学の授

業が終わり、3 年生では数学を習わないような子ど

もたちです。 

 授業者は 1 名の先生で、3 クラス全てを受け持っ

ています。質問紙も実施しており、数学におけるつ

まずき対処方略を測定するため、つまずいたときに

あなたはどうしますか？ということを聞いています。 

 流れとして、介入を 2、3 学期で行っているのです

が、今回は 2 学期の報告のみとさせていただきます。

事前と事後の質問紙と、途中に 1 回質問紙を取って

おります。小テスト１と中間テストに関しては介入

中に行っていますが、範囲としては介入を行う前の

内容が入っています（スライド 5）。 

 
スライド 5 

4.授業の流れ 

 具体的にどのような授業をやったのかということ

で、毎回同じ流れではないのですが、1 コマの例を

お見せします（スライド 6）。 

 
スライド 6 
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 最初に前時の復習と、本時のキーワードを提示す

る。その後に教師からの説明として、これは群によ

って差はないのですが、「なぜ」の部分、行間の部分

を重点的に先生から解説を行います。その後に介入

群、つまり 1 クラスだけ教科書に説明のない、行間

の部分だけ教科書にメモしなさいと指示しています。

統制群は特に指示がないので、これまでと同じよう

にノートに全てメモしている、板書を取っていると

いう様子です。 

 この後に実験群のみ、ペアで教師からの「なぜ」

に関する問いについて説明活動を行いました。統制

群はペア説明がないので、最後の解説の問題数を実

験群だけ減らすことで時間を調整しています（スラ

イド 7）。 

 

スライド 7 

5.結果 

 結果をお示しします。まず介入を行う前の段階で、

三つのクラスに差があったのかどうかを分析したと

ころ、定期テストでは差がありませんでした。その

ため、これ以降では 3 クラスをばらばらに分析する

のではなく、介入を行った A クラス（実験群）と、

介入を全く行っていない B・C クラス（統制群）の

二つで比較をしたいと思います（スライド 8）。 

 
スライド 8 

 ちなみに、最初に行った小テストでも、説明問題

は入れていただいたのですが、授業で説明させてい

ないので、ほぼ全員 0 点という結果でした。この小

テストについても、実験群、統制群でも差はなかっ

たという結果になっています。 

 まず目的の一つ目について、説明活動と行間を埋

める活動によって、教科書の内容理解が深まったか

を分析しました。2 学期の 2 回目の小テストでは、

次のような問題が入っています。一つ目は円の方程

式を書かせるという単純に覚えていれば書ける記述

問題、もう一つが「図を用いて円の方程式の公式の

成り立ちを説明せよ」という問題で、授業中になぜ

成り立つかを書きこませていて、説明させている内

容です（スライド 9）。 

 
スライド 9 

 この小テスト２に関して、交互作用が有意傾向で

した。予備的に分析を行ったところ、説明問題での

み、統制群よりも介入を行った群の方が成績が高い

という結果が得られました。 
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 生徒の記述例をお示しします。自分で図に直角三

角形を書き込んで、しかもここで三平方の定義が成

り立つので、この方程式になるのだという説明がで

きています（スライド 10）。 

 
スライド 10 

 次に、教科書の理解が深まることで、定期テスト

の成績も高まるかという点について結果を示します

（スライド 11）。 

 
スライド 11 

 中間テスト、期末テストと、介入を行った内容に

関するテストが二つありました。まず中間テストの

全体の得点に関して、実験群の方が有意に高いとい

う結果が見られました。さらに中間テストはテスト

のおもて面が介入を行う前の範囲、裏面が介入を行

った範囲でしたので、分けて分析を行いました。そ

の結果、表面については差がなかったのですが、介

入を行った範囲に関しては、有意な差が見られてい

ます。 

 さらに期末テストにおいてもやはり実験群の方が

成績が高く、介入範囲において実験群のテスト成績

が優れていたということが言えます。 

 四つ目に、こうした介入によって、家での学習方

略が変化したかということに関して、数学における

つまずき対処方略に関する自由記述のデータを示し

ます（スライド 12）。 

 
スライド 12 

 教科書を見返したと答えた人数は、事前のクラス

差はありませんでした。ちなみに、事前では、実験

群は教科書を見返したと答えた人が 0 人でした。ま

だ分析はできていないのですが、度数だけ見てみる

と、実験群はもともと 0 人だったのですが、教科書

を見返したと答えた人が 6 人に増加していました。

ただ、クラス全体は 23 人いますので、そこまで大幅

な向上には至っていないというところです。 

 先ほど申し上げたとおり、3 学期も介入を行って

いおり、今回は報告していませんが、最後の感想だ

けスライド 13 に載せています。 

 
スライド 13 

 子どもたちからは、説明活動を行ってみて、自分

の理解が足りていないことに気付いたとか、理解が
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深まった、あるいは教科書に書き込みをして時間の

短縮ができたとか、勉強するときに振り返りやすく

て良かったという感想が出てきています。 

6.考察 

 最後に本研究のまとめです（スライド 14）。 

 
スライド 14 

 今回、説明活動と教科書の行間書き込みという二

つの介入を行うことで、有意傾向ではありましたが、

教科書の内容に対する理解が深まっていました。こ

こで有意差が出なかった理由としては、介入初期に

おいてはなかなか説明活動に参加してくれない生徒

がいたり、書き込みなさいといっても書き込まない

生徒がいたりしたことの影響かと思います。ただ、

定期テストの得点に関しては向上が見られました。 

 今後の課題として、教科書活用行動はそれほど高

まりませんでした。その理由として一つ考えている

のは、そもそもテストで「なぜ」が問われていない

ということです。そのため、テスト勉強のときにな

かなかそこを振り返ろうとしないのではないかと考

えられます。そのため、来年度からの実践ではそこ

を変えていこうという話を先生としています。 

 もう一つは介入効果の切り分けで、今回は A クラ

スに介入を二つ行って、B、C クラスには行わないと

いう形だったので、どちらの介入に効果があったの

か分かりません。3 学期では統制群二つに新たな介

入を加えて、その影響を見られる形にしており、今

後分析をしていくつもりです。以上です。ありがと

うございました。 

セッションⅢ：授業で思考力を育てる試み 

「筋道立てて説明することから論理的推論へ： 

COMPASS のフォローアップ講座」 

市川 伸一（東京大学） 

1.COMPASSとは 

（市川） COMPASS とは、componential assessment の

略称で、約 15 年前から私たちの研究室で開発してい

る算数・数学の学力および学習力の診断テストです

（スライド 1）。 

 
スライド 1 

 認知心理学において、数学の問題解決過程は 4 段

階というモデルがあります。「問題文の逐語的理解」

と「状況の全体的理解」というのが理解するという

ことで、その上で「解法の探索」をし、立式できた

ら「計算の実行」となります。この４つの段階それ

ぞれに、数学の学力を構成する学力要素のようなも

のがあり、それをコンポーネントと呼びました。こ

れらのコンポーネントは、数学のいろいろな領域で

多かれ少なかれ使われます。もちろん領域によって

どのコンポーネントが強く出てくるかは違いますが。

そのコンポーネントをそれぞれ測定するような問題

を作ったのが COMPASS です。また、質問紙として、

学習動機、学習観、学習方略、問題解決方略のよう

なことを、学習者に聞いて尺度化するという複合的

なテストになっています。 

2.具体的なテスト課題 

 具体的なテスト課題はスライド 2 スライド 3 に
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示したようなものです。 

 

スライド 2 

 
スライド 3 

 これは説明すると長くなるので論文などを見てい

ただければと思いますが、問題理解から始まって、

解法の探索、演算の実行と、それぞれを測定する問

題を、この問題は 3 分、これは 5 分、これは 2 分と

いうように、時間を区切ってやってもらいます。一

つの問題で全部を見ようとすると、どのコンポーネ

ントが効いているか分かりませんし、一定時間に全

部やってくださいと言うと、途中で終わってしまっ

て下の方は測れない。それでは困るので、それぞれ

独立して制限時間を決めて測るというテストです。 

 今日、焦点を当てるのは「論理的推論」です。ど

のような問題かというと、かつては論理的命題の真

偽判断をしました。例えば、「x が正の数のときに、

x を 2 乗すると必ず元の x より大きくなる」という

のが正しいかどうかです。子どもはつい「正しい」

と言ってしまいそうですが、正しくありません。確

かに1より大きければ2乗すると大きくなりますが、

0 と 1 の間にあれば、2 乗すると小さくなります。で

すから、これは誤りだと言ってほしいのです。 

 ただ、これの難しいのは、あるときには正しく、

あるときには間違っているというものを、数学では

偽と言いますが、その約束自体が、中学生には非常

に通じにくいのです。「一つでも例外があれば、数学

では間違いと言うのだ」と言われても、それ自体が

難しいのです。ただ、初期はこのような問題がずら

っと並んでいて、それが数学的に正しいかどうかを

判断するというような課題をやっていました。 

3.課題テストの主な結果 

 小 5、小 6、中 1、中 2 の問題があり、開発しなが

ら傾向として分かってきた結果を少し示します。 

 小 5 では、概念の正誤判断課題、例えば三角形は

このようなものだという説明が正しいか、間違って

いるかを判断させる課題の正答率は、相当ばらつき

が大きく、教科書レベルの概念理解、算数用語が、

きちんと分かっていません。図表を利用する課題に

も、大きな個人差があります。全く手を動かさずに

問題を解こうとして、結局失敗する子どもがすごく

多いです。また、工夫計算といって、少し考えれば

3 秒もあれば答えが出るような問題を、わざわざ筆

算して、時間を掛けて結局間違ってしまうという子

どもが結構います（スライド 4）。 

 
スライド 4 

 中 2 では、概念を説明する課題があります。例え

ば反比例の意味を説明し、例を挙げるという問題は

非常に弱く、白紙だったり、誤りだったりします。
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あるいは、逆数とは何かというのは必ず教科書に定

義が書いてあり、具体例も出ているのですが、ずば

り問われると実は分かっていません。定義や事例を

ほとんど意識していないのではないかということで、

正答率 10％といった結果がよく出てきます。 

 基本文章題というのは小学校レベルの基本的な問

題です。よくある典型的な問題ですから、何を何で

割ればいい、これとこれを掛ければいいと、すぐに

分かってほしいのですが、これも正答率のばらつき

がものすごく大きいです。 

 論理判断の課題は全体的に極めて成績が悪かった

のですが、これは論理的推論能力の育成が行われて

いないからでしょう。論理を教科書レベルでしっか

り習うのは高校に入ってからですが、小学校でも論

理を使うからこそ問題解決ができるわけで、「このよ

うなことが言えれば、こうだ」「だから、こうだ」と

いうような論理的推論は、小学生でもやっているは

ずです。しかし、この課題の成績がすごく悪いのは、

論理的に考えるということがずばりと指導されてい

ないからではないでしょうか。 

 計算ルールの中でも、工夫速算の問題は正答率の

ばらつきが相当大きいです。小学校時代に学習が不

十分で、計算を少し工夫するという姿勢もずばりと

教わっていないので、できる子はできるのですが、

できない子はすぐ筆算に飛び付いて、時間を掛けて

間違えてしまうというようなことがあります（スラ

イド 5）。 

 

スライド 5 

4.論理的推論講座 

 そこで、テストをやりっ放しにしないで、

COMPASS 実施後に学習法講座を開くということを、

いろいろな学校で実施してきました（スライド 6）。 

 

スライド 6 

 算数・数学に関する学習法をいろいろ経験してみ

るという趣旨です。COMPASS に関連した学力要素

を育てようということで、文京区立A中学校では「フ

ォローアップ講座」と呼んでいます。数学用語に強

くなる、図表を描きながら考える、基本文章題を解

く、論理的に考える力をつける、工夫して計算する

といった内容の講座を、COMPASS 実施後に、子ども

たちが自分で選んで受けるのです。1 年間に３つぐ

らいの講座があります。これは授業時間内にやって

います。 

 論理的推論講座というのはずっとやっているので

すが、非常に難しくて、なかなか成果が出ず、私た

ち自身かなり困っていました（スライド 7）。 

 

スライド 7 
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 まず論理的命題というのは、判断以前に「真偽」

そのものの意味が中学生には困難で、通じにくいの

で、COMPASS の問題そのものを変更しました。命題

の真偽を問うのではなく、通常の文章問題形式で、

解答は 4 択にしました。「このようなとき、どうなる

か」という形で、そこに論理的な推論が入るように

したということです。 

 去年からは、推論するときのポイントを、かなり

整理して提示しました。基本的な技として、まず図

表を描き、順序よく一歩一歩考え、定義に立ち返っ

て、そもそもどのようなことだったかというのを考

える。これを基本技として意識しました。それから、

少し高度な技も入れ込んでいます。これが知りたい

のなら、このようなことが分かるといいということ

を、結論から逆向きに推論するというやや高度なも

のも、例として入れています。 

 また、文字式で一般化すること。例えば、奇数と

奇数を足したら偶数になるのはなぜかというのは、

一般式で書くと説明しやすいですが、これもやや高

度な技です。中 1 では文字式にもあまり慣れていな

いのですが、奇数は 2n+1 と表現するといいという

のは知識がなければいけませんから、高度な技とい

うことになります。 

 これも去年から入れたのですが、人に説明してみ

る、あるいは人がおかしいことを言ったら反論する

というコミュニケーションを、口頭で行えるように

することです。いきなり書くのは難しいでしょうか

ら、言葉で説明したり、反論したりするということ

を入れました。 

 さらに、授業の構成を「教えて考えさせる授業」

の 4 段階（教師の説明、理解確認、理解深化、自己

評価）にしました。 

 まず、中 1 の生徒が自分でクラスを選択します。

COMPASS を実施し、結果をフィードバックして、３

クラスのうちから選択します。講座としては 2 時間

の内容です。そして、2 カ月後に遅延テストをやる

ことにしました（スライド 8）。 

 

スライド 8 

 詳しく見ていただきたいのは、お配りしたもう一

つの資料、生徒のワークシートです。この子は結構

大事なことをいろいろ書きこんでくれています。自

分で解いた部分もありますし、私の板書を写したも

のは赤ペンで書いています。 

 最初はお小遣い問題です。「あきら君は中学生にな

ったので、毎月のお小遣いを 1000 円増やしてもらう

ことになりました。お父さんに、学年が上がったら

月に 1000 円増やしてあげようと言われました。中学

校の 3 年間を合計すると、いくら増えることになる

でしょう」。このようなものは、表にしてみると状況

がよく分かって、計算もできるということです。 

 そのような問題を、1 時間目の「知っておこう」

で、私の方からかなり解説しながらやっていきます。

「確かめよう」ははじめ自力でやって、その答えを

突き合わせて協同学習にしますが、わりとやさしい

問題です。「深めよう」のところで、おかしい論理に

は反論しようということで、先ほどのお小遣い問題

の反論バージョンと、面積問題の反論バージョンを

入れています。 

 問 5「みどりさんは中学生になったので、毎月の

お小遣いを 2 倍に増やしてもらうことになりました。

するとお父さんから、『1年経つと 2×12＝24だから、

去年の 24 倍になるね』と言われました。お父さんに、

何と言って反論したらいいでしょうか」ということ

です。これは結構難しいのですが、アクティブラー

ニング風に、最初は自分で考えて、グループの中で、

お父さんにどのように反論するかを、お互いに言い
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合いました。2 時間目も「知っておこう」「確かめよ

う」「深めよう」という問題があります。 

5.学習法講座の結果 

 このような講座をやった結果、今年初めて、見せ

られるくらいの感じの結果が出ました。クラスは三

つあり、論理クラス、図表クラス、用語クラスです。

論理クラス以外は、ある意味、統制群です。論理の

学習をしたのですから、論理をやったクラスには伸

びてほしいわけです。他のクラスは、論理そのもの

ずばりをやっていませんから、論理クラスから見れ

ば統制群のような形になり、それと比較して論理ク

ラスは効果が出たかどうかということになります

（スライド 9）。 

 
スライド 9 

 ただ、そもそも最初が大分違います。論理クラス

というのは、論理が苦手だと思った子たちが受ける

でしょうから、最初は良くないのです。用語クラス

は下がっているように見えますが、遅延テスト自体

が事前テストのより難しかったと思いますので、力

が落ちたというより比較して低かっただけで、これ

は問題の難易度を反映していると考えられます。図

表クラスは変わらないように見えますが、難しい問

題でも、用語に比べてそこそこキープしています。 

 全体としては、分散分析で高度に有意ですが、特

に用語と論理の差は、群間比較でも非常に大きいで

す。用語と図表も差があります。残念ながら、図表

と論理の差は、統計的には有意ではありませんでし

た。人数のこともあって、それぞれ 33 人ずつのクラ

スですから、それほど多くはありませんが、平均得

点はこのような結果になりました。一応、論理クラ

スは最初これほど低かったのに、よくここまで上が

ったといえると思います。 

 問題ごとに、もう少し詳しく見てみました。遅延

テストも 6 問あり、３つのクラスの正答者数と正答

率が書いてあります（スライド 10）。 

 
スライド 10 

 私は問 1～3 と問 4～6 を分けて見てみました。ま

ず、問 1、問 2、問 3 は論理クラスが金メダルですが、

後半の問 4～6 は金銀銅であまりよくないのです。こ

れは問題が多すぎて、あたふたしている状態だった

のかもしれません。ちなみに、無回答・複数回答（無

効回答）も、問 1～3 は 0、1、0 と少ないのですが、

問 4～6 では 4、18、17 と、かなり多くなっています。

6 問を解くのに制限時間 4 分ですから、確かにもの

すごく慌ただしいです。あまりみんなが高くなって

差が付かないといけないと思い、問題を多めにした

のですが、それが裏目に出てしまったようです。 

 授業の様子を全体的に見ると、いきなり証明を書

いたりすることは無理ですから、まず口頭で説明し

たり、おかしい論理に反論したりするということを、

かなり和気藹々とやっていました。自分で思考する

ときも、いくつかのポイントを押さえて、最初は図

や表に書いてみる、順序よく考えるというように、

ポイントを意識してやるということが、2 時間の講

座でしたが、それはそこそこできたのではないかと

いう気がしています。 
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「予習に基づく議論が批判的思考に与える影響」 

篠ヶ谷 圭太（日本大学） 

小野田 亮介（山梨大学） 

 

（篠ヶ谷） 私は市川研究室の OB で、現在は日本

大学で教員をしています。大学院時代から、授業外

での学習と授業での学習を、どのように効果的に結

びつけるかということに関心があり、特に予習に焦

点を当てて研究してまいりました。この研究は東京

大学大学院の卒業生で、現在山梨大学で教員をされ

ている小野田さんとの共同研究になります。彼の研

究関心は議論や批判的思考でして、予習の研究者と

批判的思考の研究者が出会った結果、このような研

究を行うことになりました。 

 先にお伝えしておきますが、この研究では、きれ

いな結果や効果は出ていません。このセッションは、

授業を通じた思考力育成の「試み」ですので、とに

かく「試みた」ということでご理解いただければと

思います。ただ、興味深い結果も得られていますの

で、そのあたりに注目していただければと思います。 

1.研究の概要 

 批判的思考態度とは、情報を批判的に捉え、客観

的に思考する態度・姿勢のことで、この力は社会生

活に必要な能力であると指摘されています。この批

判的思考態度の育成については、これまで幾つか知

見があります。例えば大学のゼミを通じて批判的思

考態度を育成した研究や、批判的思考育成プログラ

ムという講座を開発して、大学生の初年次教育の中

で介入した結果、効果があったという報告している

毛研究もあります（スライド 1）。 

 
スライド 1 

 しかし、これまでの研究では、大人数の通常授業

の中で、批判的思考態度を育成していく試みは行わ

れていません。大学の全ての授業を少人数のゼミ形

式や演習形式でやっていくわけにはいきません。私

も教養科目としての心理学の授業を担当しています

が、1 つのクラスで 200～300 人います。こうした通

常の授業や講義の中で、いかにして批判的思考態度

を高めていけるかということを考えていく必要があ

ります（スライド 2）。 

 
スライド 2 

 そのときに、いくら講義形式の授業とはいえ、議

論を取り入れることは重要です。近年ではアクティ

ブラーニングが重視されていますし、批判的思考態

度の育成において、他者との議論は重要です。なぜ

なら、多様な視点・意見に触れ、主張の客観的根拠

の必要性を実感していく活動をすることで、批判的

思考態度が育成されていくと考えられるからです。 

 しかし、ただ講義の中に議論を取り入れればいい

かというと、そうではないと思われます。人間の思
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考の特徴として、いきなり議論をすると、主観的・

直感的な思考が先に駆動してしまうということが指

摘されています。このような指摘を考慮すると、議

題について、前もって考えておいた方がいいのでは

ないかと思われます。すごく素朴な発想ではありま

すが、前もって予習課題を与えておき、議題につい

て、先に考えた上で議論を行わせれば、批判的思考

態度が育成されていくのではないかと考え、この研

究に取り組みました（スライド 3）。 

 
スライド 3 

 対象は東京都の国立大学で、私が担当している教

育方法論の授業を受講した 127 名の大学生です。授

業の構成ですが、第 3～5 回は通常の講義形式で授業

を行い、予習シートを配付しました。介入期では、

講義＋予習シート配付だけではなく、授業の冒頭に

2～3 人でグループを作って、議題について討論をし

てもらう時間を 5～10 分程度設けました（スライド 

4）。 

 
スライド 4 

 予習シートは授業終了時に配付し、その中で次回

の授業のテーマに関する議題を提示しました。例え

ば、「勉強で人と競争させるのはよくない」という意

見に対して賛成か、反対か、その理由は何かという

議題を与えておいて、予習の中で考えてもらいまし

た。このように予習シートを渡して議題を提示しま

したが、この予習シートに取り組むかどうかは任意

としました。評価対象にもしていません。自発的に

予習してほしいという思いもあったので任意にしま

した（スライド 5）。 

 
スライド 5 

 この中で、学生たちには自身の立場、賛成か反対

か、その理由を記述してもらい、また、その際に使

用した情報リソースも、こちらが把握できるように

答えてもらいました。どのような情報を検索したか、

どのような情報に当たったかというのは、大きくは

内的リソースと外的リソースに分けられます。内的

リソースというのは自分の頭の中の情報源で、自分

の考えや経験を元に考えた場合は内的リソースを使

用したことになります。一方で、家族や友人に話を

聞いたり、インターネットで調べたり、テレビや本

や論文で調べたりした場合は外的リソースを使用し

たことになります。これを毎回の予習シートで報告

してもらいました。 

 また、この研究では批判的思考態度に注目してい

ますので、これを測定しました。これは平山・楠見

の 2004 年の質問紙尺度を使っています（スライド 

6）。 
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スライド 6 

 その中には四つの下位尺度があり、論理的思考は

「物事を正確に考えることに自信がある」などの質

問項目で構成されています。探究心は「生涯にわた

り新しいことを学び続けたい」など、客観性は「物

事を決めるときには客観的な態度を心がける」など、

証拠の重視は「結論を下す場合には確たる証拠の有

無にこだわる」などの質問項目で測定しました。こ

の四つの側面を、質問紙に答えてもらう形で得点化

していきました。 

 これを、冒頭の議論を導入する前の時期が終わっ

た段階で質問紙に答えてもらい、さらに予習を踏ま

えていきなり議論するという活動に取り組む時期が

終わったときに、またこの質問紙に答えてもらい、

事前・事後比較を行いました。 

2.結果 

 結果 1、時期ごとの変化です（スライド 7）。 

 

スライド 7 

 まず、批判的思考態度の四つが事前から事後にど

のような変化を見せたかですが、ほとんど差がない

ものの、探究心の得点は下がってしまっています。

これはなぜかということですが、冒頭のディスカッ

ションでは、限られた時間の中で、特定の結論を 3

人で出すよう指示をして議論してもらいました。そ

のような活動をひたすら行ったことで、逆に思考を

拡散させていく、新たに探索していくといった姿勢

はむしろ減ってしまったのではないかと考えられま

す。 

 次に、予習中にどのようなことをやっていたかと

いう結果です（スライド 8）。 

 
スライド 8 

 予習の中でどの程度情報を検索していたかという

情報検索量に注目してみると、平均値は0.83であり、

まったくやらないか、自分の経験を元に考えてくる

程度という結果になりました。予習の中で検索した

情報はほとんどが内的リソースで、インターネット

や文献を検索している人はなかなかおらず、そこま

で行動が広がっていくことはありませんでした。 

 また、こうした情報検索量と元々の批判的思考態

度に関係があるかどうかを分析してみたのですが、

有意な相関は見られず、批判的思考態度が高いから、

すごくたくさん予習する、たくさん調べるといった

わけではないことも示されました。 

 一番注目していただきたいのは、次の分析結果で

す。介入後の批判的思考態度が何によって予想でき

るかを分析したもので、四つの批判的思考態度の得

点の影響や、どのぐらい予習をやっていたかによる

影響などを調べました（スライド 9）。 
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スライド 9 

 注目していただきたいのは、客観性の得点を予測

するときに交互作用が見られたことです。要するに、

「予習をしてから議論に臨めば客観性得点が上がる」

という話ではなく、元々の客観性の高さと予習の量

というのは組み合わせによって影響力が異なるとい

う結果が出てきたということです。 

 この交互作用について、もう少し中身を見ていく

ため、単純傾斜分析を行いました（スライド 10）。 

 
スライド 10 

 横軸は事前の客観性の得点、縦軸は事後の客観性

の得点です。●が予習をしてこなかった学生の結果

ですが、それに対して▲が予習した人たちの結果は、

傾きが非常に急になっています。つまり、予習して

から議論に参加すると、事前のがより大きくなると

いうことです。予習をもとにディスカッションに参

加することを繰り返すと、元々の客観性態度が顕著

になり、強化されるという結果になったのです。 

3.考察 

 このように、本研究では、予習をしてから議論を

させると、事前の客観性態度が顕著になるという結

果が得られました。われわれはこれを「極性化」と

呼んでいます。つまり、元々客観性の高い人は高く

なり、元々客観性の低い人はさらに客観性が低くな

るという結果になっているのです。ここで思い出し

ていただきたいのは、学生たちが予習で検索してい

た情報は、ほとんどが内的リソース、要するに自分

の経験だったことです。言い換えれば、自分の経験

を元に、前もって考えてから議論に参加すると、元々

の客観性態度の傾向が強まるという結果であると言

えます（スライド 11）。 

 
スライド 11 

 実際に研究を行う前に、我々が漠然と想定してい

たプロセスとは、議題について事前に思考しておけ

ば、もっと客観的・批判的に議論に取り組むことが

できるようになり、そのような活動を繰り返し経験

していくことで、批判的思考態度がより高められて

いくだろうというものでした。しかし、実際には、

前もって予習に取り組んでいたことで、もう十分考

えたということになってしまい、議論ではいかに自

分の主張を押し通すかに注力することになり、その

結果、元々客観性態度の低い人は、「議論では主張を

押し通すことが大事だ」といったように、さらに客

観性を低めることになったのではないかと考えられ

ます（スライド 12）。 
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スライド 12 

4.まとめ 

 今回の研究では、予習で情報を検索してから議論

させたことで、事前の客観性態度の傾向がより顕著

になるといった結果が得られたわけですが、なぜこ

のような結果になったのかというプロセスは今後検

討していく必要があります。実際、今年度の実践の

中ではプロセスに関するデータも取りながら、再度

検討を行いました。 

 今回はあまりきれいな結果が得られていたわけで

はありませんが、予習をさせてから議論させればい

いといった単純なものではないということは、押さ

えておくべき重要なことだと思います。だからこそ、

どのような方法で予習すればいいのかをもっと具体

的に指導する必要があるでしょうし、何に注目しな

がら、どのような議論をすべきかなど、議論の仕方

そのものを、しっかり指導していくことが重要だと

言えます（スライド 13）。 

 
スライド 13 

「大学教員向け発問スキル講座の実践」 

田中瑛津子（名古屋大学） 

小山 義徳（千葉大学） 

Emmanuel Manalo（京都大学） 

 

（田中） 私からは、小山先生、Manalo 先生と一緒

にさせていただいた大学教員向け発問スキル講座の

実践についてお話ししたいと思います。大学教員向

けとありますが、発問の重要性は小中高の授業にお

いても同じだと思いますので、皆さんも引き付けな

がら考えていただければと思います。 

1.教員の発問スキル育成の重要性 

 授業の中で教師から発問することで、授業への積

極的参加を促すことができたり、学習内容の理解を

深めることができたり、思考力を向上させることが

できたりします。しかし、何でも発問すればいいと

いうものではなく、目的に沿った適切な発問を、効

果的なタイミングで行う必要性があると考えていま

す（スライド 1）。 

 

スライド 1 

 「発問」とは、教育用語辞典では「教材や課題に

知的・身体的に働きかけ、固有な学習活動の契機や

展開となることを意図して行われる教師の問い」と

定義されており、学習が深まったり、何か転機を起

こさせたりするような問いかけをいいます（スライ

ド 2）。 
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スライド 2 

 普通、発問というと、授業の中で教師が発する口

頭による問いというのが一般的な受け取られ方だと

思いますが、本講座においては、授業で出題する問

いや課題、テスト問題、レポート課題なども広く発

問に含めたということでご理解ください。 

2.講座の設計 

 この講座は 3 時間だったのですが、大きく三つの

柱からなっています（スライド 3）。 

 
スライド 3 

 まず、発問が大事だということを大学の先生に知

ってもらいたかったので、それを実感するような実

験を行いました。そして、発問には種類があり、そ

れぞれ役割が違うという話をして、最後に発問と授

業目標・計画とを結びつけるという講座を行いまし

た。2 と 3 については、こちらからポイントと具体

例を提示した後に、実際に持ってきていただいた先

生の授業プランに合わせて応用したり、書いてみた

ものをペアで見せ合って議論したりというような活

動を入れています。 

 参加者の特徴として、非常にさまざまな大学・分

野・教歴の先生たちが 11 名参加してくださいまし

た。発問スキルについて講座をすると言って来てく

れた方々ですので、発問が重要だという認識は皆さ

ん高めです。質問紙にも大事だと思っていると答え

ていただきましたし、普段の授業 1 回当たりの発問

数も割と多いと思いました（スライド 4）。 

 
スライド 4 

(1)発問の重要性を実感 

 では、講座の具体的な内容を紹介したいと思いま

す。まず、発問の重要性を実感する課題として、心

理学的な知見から、発問は大事だということを、少

し理論的な観点から説明しました（スライド 5）。 

 

スライド 5 

 問いや課題が与えられると、生徒は関連する情報

を自分が持っている知識の中から検索し、そこから

答えを生成することで、深い思考に至るという話を

した後に、プチ実験として、動機づけについて書か
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れた説明文を読んでもらいました（スライド 6）。 

 

スライド 6 

 これを読んで理解が深まったかどうかを聞き、途

中で小さな発問を入れながら、その発問に自分で答

えようとしながら読んでみると、理解が深まるとい

うようなプチ実験を行いました（スライド 7）。 

 

スライド 7 

(2)発問の種類と役割の理解 

 次に、発問の種類とそれぞれの役割の理解という

ことで、まずポイントと具体例を提示しました。今

回、発問の種類が多くて、浅い発問から深い発問ま

で 7 個を学んでみました（スライド 8）。 

 

 

スライド 8 

 いきなり 7 個全部説明すると疲れてしまいますの

で、何回かに分けて説明しています（スライド 9）。 

 

スライド 9 

 まず、比較的浅い発問が（1）～（3）ですが、一

番浅いと思われるのは、授業の導入時に行うような

学生の注意をひきつける発問です。例えば、学生の

経験や身近なことと学習内容を結びつけるような発

問です。「相関という言葉を聞いたことがある？ 今

日こういうことやるんだけどね」というような話を

するのが、比較的浅い発問だと思います。 

 2 番目は、学生に授業参加をさせる発問です。学

生が既に知っていると思われるような事柄について

は、全て先生が話すのではなく、学生さんに答えて

もらうというようなものです。 

 3 番目は、学生の理解や考えを簡便な方法で確認

するような発問です。例えば、解答の選択肢を与え

て「1 だと思う人、2 だと思う人」と発問すると、学

生も参加しますし、比較的簡単に理解状態を把握で
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きるというような発問です。 

 以上が比較的浅い三つですが、ここまで紹介した

ところで、アクティビティとして、ご自身の授業内

容に関して、それぞれの例に当たる発問を考え、ワ

ークシートに書き込んでもらうという活動をしてい

ただきました（スライド 10 スライド 11）。 

 

スライド 10 

 

スライド 11 

 （4）～（6）についても、まず説明をしました。

（1）～（3）は口頭でする発問だと思うのですが、

（4）～（6）はどちらかというと練習問題、説明活

動、ディスカッションなど、少し時間を取ってやる

ような発問だろうと思います（スライド 12）。 

 

 

 

スライド 12 

 この 4、5、6 を説明するに当たり、あまりよくな

い発問の例として、記憶を問うような発問を挙げま

した。例えば、単語、式、手順などを暗記している

か問うような発問というのはあまりよくありません

（スライド 13）。 

 

スライド 13 

 授業のしかるべきポイントで理解を確認すること

は非常に大事ですから、（4）はすごく大事です。例

えば、理解を確認する発問としては、概念、原理、

式自体ではなくその意味を問う、理由を問うなど、

自分で具体例を挙げさせたりすることが、理解を確

認する発問になるという説明をしました。 

 応用になると、習ったことを違う文脈で活用させ

たり、学んだことを複数組み合わせて解くような問

題が、応用的な発問になると思います。 

 さらに深い思考を促すような発問になりますと、

分類方法を自分で考えさせたり、学んだことを踏ま

えて新しい提言をさせたりということになると思い

ます。 
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 この説明だけでは少し難しいと思いましたので、

大きく三つのケースについて、それぞれの具体例を

挙げました。例えば、スライド 14 は動機づけに関

する発問ですが、新しい概念について学ぶような授

業を想定したときの例です。 

 

スライド 14 

 スライド 15 は、分散の式について説明するとき

のケース、手続きについて学ぶ授業を想定した例で

す。 

 

スライド 15 

 また、大学ではプレゼンスキル演習のような授業

もありますので、そのようなケースも想定して例を

示しました（スライド 16）。 

 

スライド 16 

 そして、先ほどと同様に、自分の授業では、それ

ぞれどのような発問が考えられるかということでア

クティビティを行いました（スライド 17 スライド 

18）。 

 

スライド 17 

 

スライド 18 

 さらに応用バージョンとして、（7）学生に授業を

通じて考え続けてもらうための発問というのがあり

ます（スライド 19）。 
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スライド 19 

 これは Essential Question といって、小山先生が専

門ですから、詳しくは小山先生に聞いてください。

思考を刺激してさらなる疑問を生み、議論を引き起

こして、その科目だけではなく、その科目外でも問

われるような問いをEssential Questionといいます（ス

ライド 20）。 

 

スライド 20 

 例えば「人はどのようにして学ぶのか」というよ

うな大きな概念もあるということで紹介しました

（スライド 21）。 

 

 

スライド 21 

(3)授業目標・計画との関連付け 

 このように、いろいろな種類の発問があるという

ことを踏まえた上で、自身の授業の目標や授業計画

と、発問を関連付ける活動も行いました。授業計画

を立てるときは、まず大きく科目目標というのがあ

ると思います。そのコース一連を通じて、何を育て

たいかということです。その下に、今日の授業では

どのようなことを達成したいか、その達成度を確認

するために、どのような発問をするのかを考えると

思います（スライド 22）。 

 

スライド 22 

 1 回の授業の中で授業目標に到達するためには、

授業の導入からまとめまでで、きちんと目標に向か

っていかなければいけないことになります。恐らく

導入のときには、浅い発問、浅い理解から始まって、

徐々に理解や発問も深めていき、ここまで到達する

というイメージになると思います。 

 ここで二つのポイントを示し、授業目標到達のた
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めの道筋を、きちんと考えることが重要という話と、

浅いところから始めて徐々に深めていくというプロ

セスが大事だという話をしました（スライド 23）。 

 

スライド 23 

 実際に、今説明したことを授業計画に使えるよう

な 1 枚のシートをお見せして、動機づけについての

授業計画の具体例を示しました（スライド 24 スラ

イド 25）。 

 

スライド 24 

 

スライド 25 

 そして、次は自分で考えてみようということで、

ご自身の授業を例にとって授業計画を書いていただ

くというような 3 時間の講座を行いました（スライ

ド 26 スライド 27）。 

 

スライド 26 

 

スライド 27 

3.本講座の効果 

 効果の検証が少し難しかったのですが、講座の始

まる前と終わった後、そしてアクティビティ中に、

それぞれ発問を幾つ書いたかというのを表にまとめ

ています（スライド 28）。 
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スライド 28 

 あまり効果は出ませんでしたが、浅い発問は、生

成せよと言われれば割とたくさん思いつくのですが、

自発的にはあまり出ないという印象を受けました。

ただ、この結果は自己評価による分類をしてもらっ

たので、効果の検証は難しいだろうということです。 

 また、発問に対する考えの変化を捉えようとした

のですが、質問紙では有意な結果は得られませんで

した（スライド 29）。 

 

スライド 29 

 最初に講座前に書いてもらった発問と、講座を受

けた後に書いてもらった発問が、変化した人もいれ

ば、変化しない人もいるのですが、スライド 30 に

変化した例を示しています。 

 

スライド 30 

 例えば、「講座前には決断思考とはどのような方法

か」「決断思考は意思決定に使えるか」という発問が、

「需要が価格に全く反応しない例をグラフに描いて

みなさい」というような課題に変化しました。大雑

把にいうと、記憶を問う、クローズドな問い、漠然

とした問いから、概念理解した上で具体的に考えら

れるような問いや、学んだことに基づいて考えさせ

る問いに変化したのではないかと思います。 

 講座後のアンケートでは、これまでの授業実践の

見直しになったという声が聞かれました。今まで、

あまり発問してこなかったことが分かったとか、ワ

ークシートの内容などを再考したいといった声が聞

かれました（スライド 31）。 

 

スライド 31 

 また、種類と役割を明示したことで新たな観点が

得られたという声も聞かれました。これまでは自分

の発問をどのように評価したらいいか分からなかっ

たけれど、その観点が得られたとか、目標と関連性

のある発問を意識できそうだという声も聞かれまし
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た。 

 ちょうど夏休みの時期にこの講座を行い、1 学期

分、また半期やっていただいて、約 6 カ月後に、も

う一度調査をしました。11 人中 4 人しか返事をくれ

なかったのですが、その後どうだったかというよう

な質問紙に、1 人の先生は、1 コマの授業計画を立て

る際に、まず導入時に発問し、中盤で内容理解のた

めの発問をし、終盤で理解や考えを深めるための発

問を意識的に考えるようになり、道筋を考える参考

になったと答えてくださいました。 

4.課題と今後の展望 

 やってみて、難しさもいろいろ感じました（スラ

イド 32）。 

 

スライド 32 

 まず、発問が 7 個に分類されていたのですが、そ

の分類の理解が困難だったという声が聞かれたので、

分類や例はもう一度考えてみたいと思います。また、

アクティビティの時間が少なかったので、それも改

善点だと思います。 

 また、大学ということで、授業の性質や分野が非

常に多様で、参加者間での授業イメージの共有や踏

み込んだ議論をすることがすごく難しかったです。

従って、分野ごと、もしくは知識・スキル習得型の

授業に絞った講座の方がよかったのではないかと思

いました。あるいは、具体的な共通の授業例を用い

て授業検討するような議論にした方が、深い議論が

できるのではないかと思います。 

 参加者の理解度把握や効果測定は、今回の講座で

は不十分でしたので、もう少し個別的、長期的な取

り組みが求められるだろうと思っています。 
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閉会挨拶 

Emmanuel Manalo（京都大学） 

 

 I would like to say a few words to close the symposium.  

You may be wondering why I put this picture in here (Slide 

1).  Perhaps you have heard about the independence 

movement in Catalonia, Spain.  This picture is of  young 

people protesting and trying to get their voices heard in 

society.  This picture, among others, has become a symbol 

of  the movement around the world of  young people getting 

involved and trying to make a change. 

 この写真は、独立のことで大騒動になっているス

ペインのカタロニア地方のものです（Slide 1）。この

写真もたくさん若い人が出ていますが、若者が社会

の変革に関わろうとしているのが近年の特徴の一つ

です。 

 
Slide 1 

 Why did I show you this?  Last year, I told you about 

the word of  the year, and this year I would like to mention it 

again (Slide 2).  Oxford Dictionaries chose ‘youthquake’ as 

the 2017 international word of  the year.  It is a noun, so you 

can use it in sentences like, “A youthquake has altered the 

Westminster landscape,” or, “Couture is undergoing 

something of  a youthquake.”  It means a significant cultural, 

political, or social change arising from the actions or 

influence of  young people.  This word is not new.  It 

originated around 1965.  However, its use, especially in the 

media, surged in 2017 due to various worldwide events.  

Young people are getting more involved in political events, 

protests, and other similar events to try and effect change due 

to their belief  that changes need to be made.  Oxford 

University Press President of  Dictionaries Casper 

Grathwohl considered youthquake to be a word ‘imbued 

with hope’ for the future. 

 Youthquake とは、youth と earthquake を組み合わせ

た造語だと思いますが、世界ではこれが今年一番の

言葉として選ばれています（Slide 2）。いろいろな社

会変革に若い人が関わっていこうとすることをいい

ます。元々1965 年頃に使われ始めた言葉ですが、今

年になって急に使用が増えたということで、今年の

言葉に選ばれたそうです。これを選定している

Oxford Dictionaries の出版局の Casper Grathwohl 氏は、

この言葉を将来への「希望に満ちた」言葉だと言っ

ています。 

 
Slide 2 

 You are probably still wondering why the word 

‘youthquake’ is relevant (Slide 3).  I brought this up because 

it is important to appreciate and become more aware of  the 

significant contributions of  young (or younger) people to 

education.  In today’s presentations at this symposium, it is 

quite evident.  Many of  the presenters we had today, more 

so than in previous years, are from some of  our younger 

researchers.  I also noticed this in the special issue of  

Thinking Skills and Creativity.  A large proportion of  the 

people who contributed to the question of  how we can use 

failure more effectively to promote beneficial effects in 

education were younger researchers rather than older 

researchers.  Another related point is that, as educators, we 
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need to consider what we can do now to promote different 

learning outcomes in young people, so that they in turn 

would be empowered in the future to effect the changes that 

are necessary in society.  Therefore, young people should 

feel empowered rather than disempowered to do what they 

feel. 

 これは、何が私たちに関係があるのかと思ってい

る方もいらっしゃると思いますので説明します

（Slide 3）。去年もそうだったと思いますが、今日の

シンポジウムを見ても、若い研究者の発表が多く見

られました。また、特集号の編集をしていた際にも、

若手研究者の割合が高かったことに気づきました。

こうしたことからも、若い人たちが教育に大きく貢

献していることを認識することが重要だと考えてい

ます。また、私たち自身も教育者として、若手の学

習を促し、ひいては彼らによる社会変革を促してい

くために、今何ができるかを考える必要があるでし

ょう。 

 
Slide 3 

 I would like you to pair up with someone who is of  

significantly different age (Slide 4).  Find someone 

approximately 10 years younger or older than you.  Do not 

pair up with someone approximately the same age as you.  

Take turns asking/interviewing each other about what 

specific points from today’s symposium they consider the 

most useful or valuable.  It is important for us to not just 

talk to people who are similar to us, but also to people who 

are different so that we can get different perspectives that we 

normally would not get to due to them being in different 

social or age groups.  Please ask your partners what they 

found useful or important in today’s symposium. 

 2～3 分で簡単なワークをしましょう（Slide 4）。自

分より 10 歳くらい年齢の違う人を選んでペアにな

り、今日のディスカッションの中で、あなたにとっ

て何が一番意味があったと思うかを聞いてみてくだ

さい。自分と異なる人と話すことで、普段は知るこ

とのできない新しい視点を得ることができると思い

ます。立ち歩いていいので、少しやってみましょう。

2 分間、1 人 1 分で、誰か捕まえて聞いてください。 

 
Slide 4 

 

＜グループワーク＞ 

 

 We have talked about two research projects in this 

symposium (Slide 5).  The one that we refer to as ‘Failure 

Kaken’ or ‘Failure Utilization’ is in its final year.  The other 

project is in its third year, so this coming year will be the final 

year of  that project as well. 

 このシンポジウムでは、２つの研究プロジェクト

について話をしました（Slide 5）。一つは失敗活用科

研で、これは 4 年目になります。3 年目になってい

るのは 21 世紀科研で、これは来年が最終年度です。 

-  66  -



 

 
Slide 5 

 One of  the previous year’s achievements that has not yet 

been mentioned is the publication of  the book “Promoting 

Spontaneous Use of  Learning and Reasoning Strategies: 

Theory, Research and Practice for Effective Transfer.” (Slide 

6)  It is published by Routledge in London and New York.  

Half  of  the 19 authors who contributed to this book were 

Japanese, and a lot of  them are in our project.  Nearly all 

key members of  the project have contributed to this book.  

I hope you will take the opportunity to take a look at the book.  

If  it is something that may be useful to your institution, 

university, or school, please obtain a copy and read it. 

 皆さんに去年紹介できていなかったこととしては、

自発的な方略の利用を促す将来的な提言に向けてと

いうことで、ロンドンとニューヨークから出ている

本があります（Slide 6）。実践にも役立つことを意識

して作っていますので、関心があればお手に取って

みてください。 

 
Slide 6 

 To finish, I would like to say thank you to Professor 

Ichikawa, especially for leading the failure utilization project 

(Slide 7).  Dr. Uesaka, thank you for organizing many of  the 

things that happened in these projects.  Thank you to the 

members of  our two research projects, and to graduate 

students who have contributed a lot.  Thank you also to the 

Japan Society for the Promotion of  Science for funding these 

projects.  Finally, I say this every year, but I would like to 

give a big thank you to you, the participants in today’s 

symposium.  It would not be a symposium without your 

participation.  You provide the motivation and the impetus 

for us to do the hard work to present at the end of  each 

academic year.  Thank you very much.  If  anyone would 

like to talk before you go, please feel free to seek me out. 

 最後に、いろいろな人たちに感謝の言葉を述べて

おきたいと思います。科研をリードしてくださった

市川先生、植阪先生、その他のメンバーや学生の皆

さん。それからこのシンポジウムに来てくださって

いるみなさま。皆さんがいるからこそ、毎年いいも

のを出したいと思う気持ちで 1 年間研究しています。

皆さんが来てくださったからこそのシンポジウムだ

と思っています。感謝しています。ありがとうござ

います。 

 
Slide 7 

 

（植阪） また来年もありますので、よろしければ

来てください。ありがとうございました。 
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